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入
学
生
の
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
五
万
人
近

い
本
学
受
験
生
の
中
か
ら
栄
冠

を
勝
ち
取
っ
た
皆
さ
ん
、
ま
た

大
学
院
に
進
学
さ
れ
た
皆
さ

ん
、
新
た
な
道
を
歩
み
始
め
た

皆
さ
ん
の
門
出
を
心
か
ら
お
祝

い
す
る
次
第
で
す
。

本
学
は
、
日
本
初
の
理
学
士

な
ど
二
十
一
人
の
青
年
達
の
報

恩
・
奉
仕
の
活
動
と
し
て
明
治

十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
創
設

専
攻
科
、
お
よ
び
大
学
院
八
研

究
科
を
擁
す
る
わ
が
国
屈
指
の

私
立
理
工
系
総
合
大
学
と
な

り
、
来
年
は
創
立
百
二
十
五
周

年
の
記
念
す
べ
き
年
を
皆
さ
ん

と
と
も
に
迎
え
ま
す
。

本
学
の
創
設
者
達
の
「
理
学

の
普
及
こ
そ
国
運
発
展
の
基

礎
」
と
の
建
学
の
精
神
と
、
理

科
系
人
材
育
成
に
注
い
だ
情
熱

と
は
、
建
学
の
精
神
を
具
現
化

す
る
「
実
力
主
義
」
と
呼
ぶ
教

育
方
針
と
と
も
に
、
脈
々
と
現

在
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
こ
で
言
う
理
学
と
は
、

自
然
科
学
の
総
称
で
あ
っ
た
と

み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
実
力
主
義

と
は
、
詰
め
込
み
主
義
で
も
な

く
、
ま
た
点
取
り
競
争
主
義
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
何
が
本
当
に

必
要
な
実
力
で
あ
り
、
そ
の
実

力
が
ど
う
し
た
ら
備
わ
る
か
を

常
に
意
識
し
て
、
人
生
に
お
い

て
貴
重
な
学
生
時
代
を
有
意
義

に
過
ご
そ
う
と
す
る
志
の
高
い

姿
勢
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

諸
君
の
一
人
一
人
に
、
自
ら
の

将
来
像
に
ふ
さ
わ
し
い
そ
れ
ぞ

れ
の
実
力
主
義
が
育
っ
て
ゆ
く

こ
と
を
強
く
期
待
し
ま
す
。

大
学
卒
業
後
に
皆
さ
ん
に
求

め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
丸
暗
記

や
正
解
が
必
ず
あ
る
問
題
を
素

早
く
解
く
と
い
う
入
学
試
験
的

能
力
で
は
な
く
、
混
沌
と
し
た

諸
課
題
の
絡
ま
り
の
中
か
ら
、

解
決
の
キ
ー
と
な
る
問
題
を
抽

出
・
発
見
し
、
未
知
の
真
理
あ

る
い
は
課
題
の
対
処
法
を
見
つ

け
出
す
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

で
す
。
こ
れ
に
加
え
て
、
も
の

の
価
値
を
見
極
め
る
豊
か
な
感

性
と
、
歴
史
や
文
化
、
社
会
や

人
間
に
つ
い
て
の
深
い
素
養
と

洞
察
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。

近
年
の
科
学
や
技
術
に
お
け

る
独
創
的
な
知
的
活
動
の
成
果

は
、
諸
分
野
間
の
相
互
作
用
の

も
と
で
生
ま
れ
る
こ
と
が
多
い

こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。

と
り
わ
け
、
生
命
、
環
境
、
情

報
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
象
徴

さ
れ
る
二
十
一
世
紀
の
科
学
技

術
の
発
展
に
は
、
広
い
視
野
か

ら
の
柔
軟
か
つ
総
合
的
な
発
想

力
や
判
断
力
が
不
可
欠
で
す
。

本
学
で
は
バ
リ
ア
ー
フ
リ
ー
と

称
し
て
専
門
間
の
壁
を
低
く
す

る
研
究
教
育
の
仕
組
み
を
推
進

し
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
に

は
、
狭
い
分
野
の
み
に
自
分
を

閉
じ
込
め
ず
に
、
他
分
野
と
の

知
的
交
流
を
経
験
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
独
創
的
な
知
的
活
動
を

展
開
で
き
る
よ
う
切
磋
琢
磨
し

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

二
十
一
世
紀
の
人
類
社
会
の

発
展
へ
の
貢
献
、
こ
の
使
命
を

担
う
皆
さ
ん
に
は
、
高
度
な
専

門
知
識
の
み
な
ら
ず
、
豊
富
な

教
養
に
裏
打
ち
さ
れ
た
高
倫
理

観
と
豊
か
な
人
間
性
を
備
え
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

無
限
の
可
能
性
を
持
っ
た
皆
さ

ん
の
こ
れ
か
ら
始
ま
る
学
園
生

活
が
、
充
実
し
た
有
意
義
な
も

の
に
な
る
よ
う
祈
念
し
ま
す
。

卒
業
式
後
の

謝
恩
会
で
学
生

た
ち
と
話
を
す

る
と
、
一
年
前

と
比
べ
て
大
い

に
実
力
を
つ
け

た
こ
と
に
気
づ

か
さ
れ
る
。
他
人
の
意
見
を
踏

ま
え
て
、
自
分
の
主
張
を
論
理

的
に
組
み
立
て
ら
れ
る
な
ど
、

卒
研
や
修
論
に
対
す
る
日
頃
の

指
導
が
生
か
さ
れ
た
も
の
と
自

負
す
る
瞬
間
で
あ
る
。
▼
た

だ
、
こ
の
実
力
が
社
会
で
そ
の

ま
ま
役
立
つ
か
と
考
え
る
と
い

さ
さ
か
不
安
で
あ
る
。
大
学
で

原
理
原
則
や
普
遍
的
な
方
法
論

を
学
ぶ
こ
と
は
様
々
な
局
面
で

の
基
本
的
な
考
え
方
と
な
り
、

長
き
に
わ
た
っ
て
人
生
の
支
柱

に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
色
々
な

思
惑
を
含
ん
だ
社
会
の
仕
組
み

に
順
応
し
た
り
、
組
織
内
で
の

複
雑
な
人
間
関
係
を
上
手
く
扱

う
に
は
そ
れ
な
り
の
知
恵
が
必

要
で
あ
る
。
▼
Ｉ
Ｔ
と
メ
デ
ィ

ア
の
融
合
は
か
な
り
前
か
ら
注

目
さ
れ
て
い
る
が
、
最
近
の
Ｉ

Ｔ
企
業
の
動
き
は
こ
れ
を
本
格

化
さ
せ
て
い
る
。
確
か
に
時
代

は
デ
ジ
タ
ル
指
向
だ
が
、
そ
こ

で
働
く
社
員
に
と
っ
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
中
心
の
新
し
い
ス
タ

イ
ル
は
そ
う
簡
単
に
受
け
入
れ

ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま

た
、
株
主
の
た
め
の
利
潤
追
求

や
メ
デ
ィ
ア
の
公
共
性
と
い
う

異
な
る
側
面
を
ど
の
よ
う
に
バ

ラ
ン
ス
さ
せ
て
い
く
か
も
原
理

原
則
だ
け
で
片
付
く
問
題
で
は

な
い
。
▼
こ
う
し
た
問
題
を
解

決
す
る
に
は
即
効
的
に
は
経
験

豊
富
な
知
恵
者
の
ア
ド
バ
イ
ス

が
必
要
で
あ
る
が
、
長
い
目
で

見
れ
ば
本
人
の
も
っ
て
い
る
誠

実
さ
や
哲
学
と
い
う
道
義
性
の

観
点
が
最
も
重
要
な
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
。
二
十
一
世
紀
の
科

学
は
良
心
へ
向
か
う
と
い
う
本

学
の
理
念
は
、
こ
う
し
た
問
題

と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
　
　
　
　
（
Ｈ
・
Ｏ
）

（年４回発行） 

２
面
・
３
面
　
新
経
営
学
部
長
か
ら
／
新
任
教
員
紹
介
　
ほ
か

４
面

カ
ナ
ル
会
館
建
設
な
ど
ス
タ
ー
ト
／
新
年
度
予
算

５
面

”青
の
奇
跡

“
講
演
会
／
寄
付
者
芳
名
　
ほ
か

６
面

平
成
17
年
度
入
学
式
グ
ラ
フ
／
わ
が
母
校
史

７
面

平
成
16
年
度
卒
業
式
／
平
成
16
年
度
の
就
職
状
況

８
面

山
口
・
諏
訪
東
京
理
科
大
学
ニ
ュ
ー
ス

９
面

ス
ト
ッ
ク
リ
ー
グ
で
受
賞
／
60
年
目
の
卒
業
証
書

10
面
「
理
大
・
人
」
／
平
成
16
年
度
学
長
賞
　
ほ
か

平
成
十
七
年
度
東
京
理
科
大
学
入
学
式
が
、
四
月
九
日
午
前
十
時
二

十
分
か
ら
、
東
京
千
代
田
区
の
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
た
。
五
千
五
百

七
十
一
人
の
新
入
生
を
迎
え
た
会
場
は
晴
れ
や
か
な
笑
顔
で
満
た
さ
れ

た
。
式
は
本
学
管
弦
楽
団
の
記
念
演
奏
で
開
式
。
新
入
生
も
、
参
列
し

た
ご
父
母
も
や
や
緊
張
し
た
面
持
ち
だ
っ
た
が
、
期
待
に
胸
膨
ら
む
様

子
が
う
か
が
え
た
。
岡
村
学
長
の
式
辞
の
後
、
本
学
合
唱
団
に
合
わ
せ

て
校
歌
を
斉
唱
し
、
式
が
終
了
し
た
。

幅
広
く
知
的
交
流
を 

幅
広
く
知
的
交
流
を 

新
入
生
の
皆
さ
ん
に
望
む 

学
　
長
　
岡
村
　
弘
之 

さ
れ
た
東
京
物
理
学
講
習
所
に

そ
の
端
を
発
し
、
夏
目
漱
石
の

小
説
『
坊
ち
ゃ
ん
』
の
主
人
公

が
卒
業
し
た
「
落
第
で
有
名
な

学
校
」
と
も
い
わ
れ
た
東
京
物

理
学
校
を
経
て
、
東
京
理
科
大

学
と
な
っ
て
今
日
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
間
、
教
育
界
、

産
業
界
を
は
じ
め
と
す
る
諸
分

野
の
中
核
を
な
す
指
導
的
人
材

を
輩
出
し
、
高
い
社
会
的
評
価

を
得
て
き
ま
し
た
。

昨
年
度
か
ら
は
専
門
職
大
学

院
「
総
合
科
学
技
術
経
営
研
究

科
」
を
開
設
し
、
さ
ら
に
本
年

度
か
ら
は
、
そ
の
中
に
「
知
的

財
産
戦
略
専
攻
」
を
設
け
、
本

日
初
の
入
学
生
を
迎
え
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
本
学
は
現

在
、
八
学
部
三
十
三
学
科
と
一

知
的
財
産
戦
略
専
攻（
Ｍ
Ｉ
Ｐ
）ス
タ
ー
ト 

知
的
財
産
戦
略
専
攻（
Ｍ
Ｉ
Ｐ
）ス
タ
ー
ト 

総
合
科
学
技
術
経
営
研
究
科
に
、
こ
の
四
月
新
た
に
知
的
財
産
戦
略
専
攻
（
Ｍ
Ｉ
Ｐ
）
が

設
置
さ
れ
た
。
昨
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
総
合
科
学
技
術
経
営
専
攻
（
Ｍ
Ｏ
Ｔ
）
に
続
き
二
つ

目
の
専
攻
と
な
る
。
募
集
定
員
八
十
人
を
大
き
く
上
回
る
百
三
十
八
人
の
志
願
者
が
集
ま

り
、
九
十
三
人
が
一
期
生
と
し
て
知
的
財
産
戦
略
の
専
門
家
を
目
指
す
。

高
度
専
門
職
業
人
を
養
成 

知
的
財
産
戦
略
専
攻
主
任
教
授
　

石
田
　
正
泰 

我
が
国
は
、
近
年
長
い
経
済

的
停
滞
を
経
験
し
、
欧
米
先
進

各
国
と
比
較
し
て
相
対
的
に
競

争
力
が
低
下
し
、
ま
た
最
近
で

は
、
中
国
、
韓
国
を
は
じ
め
と

す
る
ア
ジ
ア
各
国
と
の
競
争
に

直
面
し
、
国
際
競
争
力
の
回
復

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

国
の
豊
か
さ
や
、
産
業
、
企

業
の
競
争
力
に
は
、
知
識
・
ア

イ
デ
ア
な
ど
の
知
的
財
産
が
重

要
な
役
割
を
果
す
。
そ
こ
で
政

府
は
、
昨
今
の
我
が
国
の
国
際

競
争
力
の
現
状
を
考
慮
し
て
、

二
〇
〇
二
年
か
ら
知
的
財
産
立

国
を
政
策
の
柱
に
掲
げ
種
々
の

施
策
を
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
企
業
に
お
い
て
も
、
知
的

財
産
を
経
営
戦
略
の
中
核
に
組

み
入
れ
る
具
体
的
な
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

知
的
財
産
を
戦
略
的
に
活
用

す
る
た
め
に
は
、
い
わ
ゆ
る
高

度
専
門
職
業
人
と
し
て
の
戦
略

的
知
的
財
産
人
材
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。
政
府
の
知
的
財
産

政
策
の
中
で
も
、
戦
略
的
知
的

財
産
人
材
の
育
成
が
重
要
な
課

題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

東
京
理
科
大
学
は
、
こ
の
よ

う
な
社
会
的
背
景
に
基
づ
き
、

本
学
の
専
門
職
大
学
院
総
合
科

学
技
術
経
営
研
究
科
の
中
に
、

我
が
国
で
最
初
の
知
的
財
産
戦

略
専
攻
（
Ｍ
Ｉ
Ｐ
）
を
設
置
し
、

知
的
財
産
に
携
わ
る
専
門
家
を

目
指
す
者
に
対
し
、
実
務
、
ビ

ジ
ネ
ス
、
知
的
財
産
政
策
・
戦

略
等
総
合
的
に
教
育
を
施
し
、

国
、
地
方
公
共
団
体
、
大
学
、

企
業
、
個
人
等
多
方
面
の
要
請

に
対
応
す
る
こ
と
と
し
た
。

本
専
攻
は
、
職
域
や
専
門
分

野
を
問
わ
ず
、
ま
た
、
社
会
人

か
社
会
人
未
経
験
者
か
を
問
わ

ず
、
幅
広
い
層
を
対
象
に
受
け

入
れ
る
。
本
専
攻
を
修
了
し
た

後
に
携
わ
る
こ
と
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
知
的
財
産
関
連
業
務

と
し
て
は
、
例
え
ば
、
研
究
開

発
現
場
で
の
発
明
発
掘
や
権
利

化
の
業
務
、
特
許
デ
ー
タ
な
ど

知
的
情
報
の
収
集
・
解
析
と
い

っ
た
知
的
財
産
実
務
か
ら
、
権

利
化
し
た
知
的
財
産
を
ビ
ジ
ネ

ス
の
中
で
戦
略
的
に
活
用
す
る

た
め
の
ラ
イ
セ
ン
ス
交
渉
、
新

ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の
た
め
の
Ｍ
＆

Ａ
や
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
交
渉
、
知

的
財
産
関
連
訴
訟
、
知
的
財
産

を
評
価
し
そ
の
資
産
価
値
の
最

大
化
実
現
の
た
め
の
業
務
、
さ

ら
に
こ
れ
ら
に
関
す
る
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
ま
で
、
そ
の
範

囲
は
広
範
に
お
よ
ぶ
。

こ
の
よ
う
な
高
度
専
門
職
業

人
が
そ
の
職
責
を
果
た
し
て
い

く
た
め
に
は
、
単
に
知
的
財
産

に
関
わ
る
実
務
だ
け
で
は
な
く
、

関
連
す
る
経
営
・
技
術
・
法
律

等
、
各
領
域
に
ま
た
が
る
深
い

教
養
を
国
際
的
視
野
で
身
に
つ

け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
本

専
攻
で
は
、
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
履
修
者

の
多
様
性
を
包
含
し
、
吸
収
で

き
る
体
系
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

準
備
し
て
い
る
。
本
専
攻
は
大

き
な
期
待
と
可
能
性
の
下
に
ス

タ
ー
ト
し
た
。

飯田橋駅隣接ビルにＭＩＰ校舎 

知
的
財
産
戦
略
専
攻
（
Ｍ
Ｉ
Ｐ)

の
校
舎
が
、
Ｊ
Ｒ
飯
田
橋
駅
に
隣
接

す
る
飯
田
橋
セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ
ビ

ル
の
２
階
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
百

二
十
人
収
容
の
大
教
室
は
じ
め
中
・

小
教
室
、
図
書
室
、
研
究
室
な
ど
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
室
の
ガ
ラ
ス
窓
を
カ
ン

バ
ス
に
見
立
て
て
本
学
の
歴
史
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
ビ
ル
二
階
の
プ
ロ

ム
ナ
ー
ド
側
に
は
、「
一
目
で
わ
か

る
東
京
理
科
大
学
の
歩
み
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
し
て
明
治
か
ら
平
成
に
わ

た
る
本
学
の
沿
革
を
紹
介
し
て
い
ま

す
＝
写
真
。
飯
田
橋
セ
ン
ト
ラ
ル

プ
ラ
ザ
ビ
ル
に
お
い
で
の
際
は
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

満
開
の
サ
ク
ラ
に
迎
え
ら
れ
て
…
日
本
武
道
館
で
平
成
17
年
度
入
学
式
（
右
上
）

平成17年度 入学式 平成17年度 入学式 



東　京　理　科　大　学　報
【
理
学
部
第
一
部
】

◆
教
養
学
科教

授
　
八
並
　
光
俊

（
や
つ
な
み
・
み
つ
と
し
）

①
広
島
大
学
教
育
学
部
教
育
学

研
究
科
博
士
課
程
後
期
（
教
育

社
会
学
専
攻
）
退
学
②
兵
庫
教

育
大
学
大
学
院
学
校
教
育
研
究

科
生
徒
指
導
講
座
助
教
授
③
教

職
概
論
、
生
活
指
導
④
教
育
学

修
士

講
師
　
村
上
　
貴
聡

（
む
ら
か
み
・
き
そ
う
）

①
九
州
大
学
大
学
院
人
間
環
境

学
府
行
動
シ
ス
テ
ム
専
攻
博
士

後
期
課
程
単
位
取
得
後
退
学
②

国
立
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー

研
究
員
③
体
育
実
技
、
体
育
理

論
④
教
育
学
修
士

◆
数
学
科

教
授
　
岡
　
　
睦
雄

（
お
か
・
む
つ
お
）

①
東
京
大
学
大
学
院
理
学
研
究

科
数
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
②

東
京
都
立
大
学
大
学
院
理
学
研

究
科
教
授
③
代
数
学
、
数
学
研

究
、
代
数
学
特
論
等
④D

oc
toratd'E

tat

、
理
学
博
士

◆
化
学
科助

教
授
　
田
所
　
　
誠

（
た
ど
こ
ろ
・
ま
こ
と
）

①
九
州
大
学
大
学
院
理
学
研
究

科
化
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
修

了
②
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
理

学
研
究
科
物
質
分
子
系
専
攻
助

教
授
③
無
機
化
学
、
一
般
化
学

実
験
④
理
学
博
士

講
師
　
由
井
　
宏
治

（
ゆ
い
・
ひ
ろ
は
る
）

①
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研

究
科
応
用
化
学
専
攻
博
士
課
程

中
退
②
科
学
技
術
振
興
機
構
戦

略
的
基
礎
研
究
推
進
事
業
研
究

員
③
物
理
化
学
１
及
び
演
習
、

物
理
化
学
実
験
④
博
士
（
工
学
）

◆
応
用
物
理
学
科

教
授
　
石
井
　
行
弘

（
い
し
い
・
ゆ
き
ひ
ろ
）

①
東
京
理
科
大
学
大
学
院
理
学

研
究
科
物
理
学
専
攻
修
士
課
程

修
了
②
職
業
能
力
開
発
総
合
大

学
校
電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
科
教

授
③
応
用
物
理
学
実
験
、
光
物

理
等
④
工
学
博
士

教
授
　
岡
村
　
総
一
郎

（
お
か
む
ら
・
そ
う
い
ち
ろ
う
）

①
東
京
理
科
大
学
大
学
院
工
学

研
究
科
電
気
工
学
専
攻
博
士
後

期
課
程
修
了
②
奈
良
先
端
科
学

技
術
大
学
院
大
学
物
質
創
成
科

学
研
究
科
助
教
授
③
応
用
物
理

学
実
験
、
電
磁
気
学
、
電
磁
気

学
演
習
④
工
学
博
士

◆
応
用
化
学
科

講
師
　
駒
場
　
慎
一

（
こ
ま
ば
・
し
ん
い
ち
）

①
早
稲
田
大
学
大
学
院
理
工
学

研
究
科
応
用
化
学
専
攻
博
士
後

期
課
程
修
了
②
岩
手
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

材
料
機
能
工
学
専
攻
助
手
③
分

析
化
学
、
無
機
化
学
、
無
機
及

び
分
析
化
学
実
験
等
④
博
士

（
工
学
）

【
工
学
部
第
一
部
】

◆
建
築
学
科講

師
　
長
井
　
達
夫

（
な
が
い
・
た
つ
お
）

①
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研

究
科
建
築
学
専
攻
博
士
課
程
修

了
②
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
生

活
科
学
研
究
科
講
師
③
建
築
環

境
工
学
２
Ａ
、
建
築
環
境
工
学

４
④
博
士
（
工
学
）

◆
電
気
工
学
科

教
授
　
村
口
　
正
弘

（
む
ら
ぐ
ち
・
ま
さ
ひ
ろ
）

①
東
京
工
業
大
学
大
学
院
電
子

物
理
工
学
専
攻
博
士
課
程
修
了

②
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
研
究

所
テ
ラ
ビ
ッ
ト
デ
バ
イ
ス
研
究

部
部
長
③
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
基

礎
、
通
信
・
情
報
基
礎
、
無
線

通
信
用
Ｌ
Ｓ
Ｉ
等
④
工
学
博
士

【
理
工
学
部
】

◆
教
養助

教
授
　
岩
下
　
登
志
也

（
い
わ
し
た
・
と
し
や
）

①
大
阪
大
学
大
学
院
基
礎
工
学

研
究
科
数
理
系
専
攻
博
士
後
期

課
程
修
了
②
明
星
大
学
大
学
院

情
報
学
研
究
科
助
教
授
③
数
理

統
計
学
、
微
分
積
分
学
演
習
④

博
士
（
理
学
）

講
師
　
浅
井
　
英
樹

（
あ
さ
い
・
ひ
で
き
）

①
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会

系
研
究
科
欧
米
系
文
化
研
究
専

攻
ド
イ
ツ
語
ド
イ
ツ
文
学
専
門

分
野
博
士
課
程
修
了
②
日
本
学

術
振
興
会
特
別
研
究
員
③
ド
イ

ツ
語
④
博
士
（
文
学
）

◆
物
理
学
科教

授
　
千
葉
　
順
成

（
ち
ば
・
じ
ゅ
ん
せ
い
）

①
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研

究
科
物
理
学
専
攻
博
士
課
程
修

了
②
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研

究
機
構
教
授
③
物
理
学
実
験

Ⅲ
、
物
理
学
特
別
講
義
Ｂ
④
理

学
博
士

◆
建
築
学
科講

師
　
伊
藤
　
香
織

（
い
と
う
・
か
お
り
）

①
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研

究
科
建
築
学
専
攻
博
士
課
程
修

了
②
東
京
大
学
空
間
情
報
科
学

研
究
セ
ン
タ
ー
助
手
③
都
市
計

画
Ⅰ
・
Ⅱ
、
設
計
演
習
④
博
士

（
工
学
）

◆
電
気
電
子
情
報
工
学
科

教
授
　
古
川
　
昭
雄

（
ふ
る
か
わ
・
あ
き
お
）

①
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研

究
科
物
理
学
専
攻
博
士
後
期
課

程
修
了
②
日
本
電
気
株
式
会
社

シ
ス
テ
ム
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

研
究
所
主
任
研
究
員
③
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
、
電
気
工

学
実
験
１
④
理
学
博
士

◆
経
営
工
学
科

講
師
　
篠
田
　
心
治

（
し
の
だ
・
し
ん
じ
）

①
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
工
学

研
究
科
管
理
工
学
専
攻
後
期
博

士
課
程
単
位
取
得
退
学
②
成
蹊

大
学
工
学
部
経
営
・
情
報
工
学

科
助
手
③
生
産
管
理
Ⅰ
、
作
業

研
究
及
び
演
習
、
経
営
工
学
実

験
Ａ
等
④
博
士
（
工
学
）

◆
機
械
工
学
科

教
授
　
川
口
　
靖
夫

（
か
わ
ぐ
ち
・
や
す
お
）

①
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
機
械
工
学
専
攻
博
士
後
期
課

程
単
位
取
得
退
学
②
（
独
）
産

業
技
術
総
合
研
究
所
エ
ネ
ル
ギ

ー
技
術
研
究
部
門
主
任
研
究
員

③
流
体
力
学
Ⅰ
、
熱
力
学
Ⅱ
、

燃
焼
工
学
等
④
博
士
（
工
学
）

講
師
　
早
瀬
　
仁
則

（
は
や
せ
・
ま
さ
の
り
）

①
東
京
工
業
大
学
大
学
院
情
報

理
工
学
研
究
科
情
報
環
境
学
専

攻
博
士
後
期
課
程
修
了
②
東
京

工
業
大
学
精
密
工
学
研
究
所
助

手
③
機
械
工
作
法
、
計
算
機
工

学
演
習
、
機
械
工
作
実
習
等
④

博
士
（
工
学
）

【
基
礎
工
学
部
】

◆
教
養

講
師
　
橋
本
　
茂
樹

（
は
し
も
と
・
し
げ
き
）

①
東
京
理
科
大
学
大
学
院
基
礎

工
学
研
究
科
生
物
工
学
専
攻
博

士
後
期
課
程
中
退
②
科
学
技
術

振
興
機
構
「
タ
イ
ム
シ
グ
ナ
ル

と
制
御
」
領
域
博
士
研
究
員
③

基
礎
生
物
学
１
、
基
礎
生
物
学

２
等
④
博
士
（
工
学
）

◆
材
料
工
学
科

教
授
　
松
本
　
睦
良

（
ま
つ
も
と
・
む
つ
よ
し
）

①
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研

究
科
工
業
化
学
専
攻
博
士
課
程

単
位
取
得
退
学
②
（
独
）
産
業

技
術
総
合
研
究
所
ナ
ノ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
研
究
部
門
分
子
ナ
ノ
組

織
体
グ
ル
ー
プ
長
③
物
理
化
学

１
等
④
工
学
博
士

【
経
営
学
部
】

◆
経
営
学
科講

師
　
高
井
　
文
子

（
た
か
い
・
あ
や
こ
）

①
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研

究
科
企
業
・
市
場
専
攻
博
士
課

程
単
位
取
得
退
学
②
株
式
会
社

Ｕ
Ｆ
Ｊ
総
合
研
究
所
③
企
業
形

態
論
、
経
営
学
概
論
１
、
経
営

管
理
総
論
２
及
び
演
習
等
④
修

士
（
経
済
学
）

講
師
　
鈴
木
　
健
嗣

（
す
ず
き
・
か
つ
し
）

①
一
橋
大
学
大
学
院
商
学
研
究

科
博
士
課
程
修
了
②
無
し
③
財

務
管
理
論
１
・
２
、
企
業
論
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
論
等
④

博
士
（
商
学
）

講
師
　
竹
内
　
規
彦

（
た
け
う
ち
・
の
り
ひ
こ
）

①
名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
開

発
研
究
科
国
際
開
発
専
攻
博
士

課
程
後
期
修
了
②
愛
知
学
院
大

学
経
営
学
部
国
際
経
営
学
科
専

任
講
師
③
国
際
経
営
学
、
人
的

資
源
管
理
、
組
織
行
動
④
博
士

（
学
術
）

情
報
科
学
教
育

【
・
研
究
機
構
】

◆
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

教
授
　
鈴
木
　
雄
一

（
す
ず
き
・
ゆ
う
い
ち
）

①
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研

究
科
先
端
学
際
工
学
専
攻
博
士

課
程
修
了
②
武
蔵
工
業
大
学
環

境
情
報
学
部
教
授
③

―
④
博
士

（
学
術
）

＊
次
頁
に
つ
づ
く

①
最
終
学
歴
　
②
前
　
歴

③
担
当
科
目
　
④
学
　
位

新
任
教
員
　

43
氏
紹
介 

新
任
教
員
　

43
氏
紹
介 

（敬称略） 

６
先
生
に
名
誉
教
授
称
号 

東
京
理
科
大
学
は
、
永
年
に

わ
た
り
本
学
の
教
育
・
研
究
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
、
多
く
の
功

績
を
挙
げ
ら
れ
た
六
先
生
に
名

誉
教
授
の
称
号
を
授
与
し
た
。

（
敬
称
略
）

◇
平
成
16
年
12
月
９
日
付

二
馬
　
秀
夫
　
78
歳

元
理
学
部
第
一
部
教
授

北
海
道
大
学
理
学
部
物

理
学
科
卒
業

昭
和
三
十
九
年
に
着
任
以
来
、

二
十
七
年
間
に
わ
た
り
在
職
さ

れ
た
。
理
学
研
究
科
幹
事
や
学

生
部
委
員
会
委
員
な
ど
の
役
職

を
歴
任
。
専
門
は
Ｘ
線
回
折
に

よ
る
構
造
相
転
移
の
研
究
で
、

チ
オ
尿
素
結
晶
に
お
い
て
初
め

て
長
周
期
構
造
を
発
見
さ
れ

た
。

巻
田
　
泰
治
　
79
歳

元
理
学
部
第
一
部
教
授

東
京
工
業
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
応
用
物
理

学
専
攻
修
士
課
程
修
了

昭
和
三
十
九
年
に
着
任
以
来
、

二
十
六
年
間
に
わ
た
り
在
職
さ

れ
た
。
学
長
補
佐
や
常
務
理
事
、

評
議
員
な
ど
の
役
職
を
歴
任
。

専
門
は
誘
電
体
、
強
誘
電
体
の

相
転
移
と
熱
測
定
で
、
科
学
技

術
文
献
と
し
て
国
際
的
評
価
の

高
い
ラ
ン
ド
ル
ト
・
ベ
ル
ン
シ

ュ
タ
イ
ン
に
そ
の
研
究
成
果
が

参
照
さ
れ
て
い
る
。

山
縣
　
恭
造
　
84
歳

元
理
学
部
第
一
部
教
授

東
北
帝
国
大
学
理
学
部

物
理
学
科
卒
業

昭
和
二
十
五
年
に
着
任
以
来
、

三
十
六
年
間
に
わ
た
り
在
職
さ

れ
た
。
理
学
研
究
科
幹
事
や
学

生
部
委
員
会
委
員
、
将
来
計
画

委
員
会
委
員
な
ど
を
歴
任
。
専

門
は
高
分
子
の
核
磁
気
共
鳴
の

先
駆
的
研
究
で
、
多
く
の
業
績

に
よ
り
、
平
成
六
年
に
勲
四
等

瑞
宝
章
を
授
与
さ
れ
た
。

◇
平
成
17
年
１
月
13
日
付

森
本
　
弘
幸
　
68
歳

元
工
学
部
第
一
部
教
授

法
政
大
学
大
学
院
人
文

科
学
研
究
科
博
士
課
程

満
期
退
学

昭
和
四
十
一
年
に
着
任
以
来
、

三
十
六
年
間
に
わ
た
り
在
職
さ

れ
た
。
教
養
学
科
主
任
や
学
生

部
委
員
会
委
員
な
ど
を
歴
任
。

専
門
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
研
究

を
主
軸
と
し
た
作
品
研
究
、
演

劇
論
、
言
語
理
論
な
ど
。
工
学

部
第
一
部
に
お
け
る
今
日
の
ネ

イ
テ
ィ
ブ
・
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ

る
英
語
教
育
の
礎
を
築
い
た
。

御
園
生
　
堯
久
　
76
歳

元
理
工
学
部
教
授
　

東
京
工
業
大
学
有
機
合

成
化
学
コ
ー
ス
卒
業

昭
和
四
十
二
年
に
着
任
以
来
、

二
十
五
年
間
に
わ
た
り
在
職
さ

れ
た
。
理
工
学
部
研
究
委
員
会

委
員
や
総
合
研
究
所
協
議
会
委

員
の
ほ
か
、
理
事
や
常
務
理
事

な
ど
歴
任
。
専
門
は
色
素
材
料

（
染
料
）化
学
で
、
そ
の
成
果
は

国
内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
て
お

り
平
成
元
年
に
日
本
色
材
協
会

よ
り
論
文
賞
を
授
与
さ
れ
た
。

内
田
　
登
喜
子
　
73
歳

元
理
工
学
部
教
授

東
京
大
学
大
学
院
化

学
研
究
科
博
士
課
程

満
期
退
学

昭
和
四
十
二
年
に
着
任
以
来
、

二
十
一
年
間
に
わ
た
り
在
職
さ

れ
た
。
理
工
学
研
究
科
委
員
会

委
員
や
学
生
部
副
部
長
（
野
田

地
区
）
な
ど
を
歴
任
。
専
門
は

有
機
化
合
物
の
結
晶
構
造
解
析

で
、
そ
の
結
晶
構
造
を
主
に
Ｘ

線
測
定
装
置
を
駆
使
し
て
独
自

の
理
論
を
展
開
し
た
。

二馬秀夫先生森本弘幸先生

巻田泰治先生内田登喜子先生

水
野
　
重
樹
元
助
教
授

（
理
工
学
部
応
用
生
物
科
学
科
）

平
成
十
七
年
一
月
十
一
日
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
六
十
八
歳
。

中
井
　
正
元
教
授

（
薬
学
部
薬
学
科
）
平
成
十
七

年
一
月
十
五
日
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
九
十
二
歳
。

寺
崎
　
康
博
教
授

（
経
営
学
部
経
営
学
科
）
平
成

十
七
年
三
月
十
日
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
五
十
四
歳
。

山懸恭造先生

御園生堯久先生
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経
営
学
部
新
学
部
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ 
経
営
学
部
新
学
部
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ 

総
合
的
改
革
に
取
り
組
む 

総
合
的
改
革
に
取
り
組
む 

経
営
学
部
長
　
廣
田
　
正
義 

大
学
の
真
の
発
展
は
、
各
教

員
の
現
代
的
意
味
に
お
け
る
研

究
成
果
の
質
に
、
長
期
的
に
は

大
き
く
依
存
す
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

そ
れ
は
、
現
代
日
本
流
の
す

ぐ
に
何
か
に
役
立
つ
か
ど
う
か

の
視
点
で
判
断
す
べ
き
で
は
な

く
、
各
分
野
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン

タ
ル
な
課
題
に
地
球
的
意
味
で

貢
献
で
き
る
か
否
か
に
関
わ
っ

て
お
り
ま
す
。

国
際
的
と
か
、
学
際
的
と
か

と
い
う
単
な
る
空
虚
な
言
葉
で

は
な
く
、
実
体
を
伴
っ
た
意
味

の
大
学
全
体
の
改
革
が
、
今
後

の
大
学
の
飛
躍
の
た
め
に
必
須

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

社
会
科
学
系
分
野
の
一
つ
と

し
て
の
現
在
の
経
営
学
部
は
、

改
革
す
べ
き
点
が
多
々
あ
り
ま

す
。理

科
大
学
の
真
の
進
展
は
、

各
学
部
学
科
が
教
育
研
究
に
関

し
て
有
機
的
構
成
を
と
り
、
高

い
理
想
の
も
と
、
勇
気
を
持
っ

て
総
合
的
改
革
プ
ラ
ン
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
本
学
部
も
そ
の
一
翼
を
担

う
よ
う
、
努
力
し
て
い
く
つ
も

り
で
お
り
ま
す
。

＊
平
成
17
年
２
月
１
日
就
任
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総
合
科
学
技
術
経
営

【
研
究
科
知
的
財
産
戦
】

略
専
攻
（
Ｍ
Ｉ
Ｐ
）

教
授
　
石
田
　
正
泰

（
い
し
だ
・
ま
さ
や
す
）

①
中
央
大
学
大
学
院
法
学
研
究

科
民
事
法
専
攻
博
士
後
期
課
程

単
位
取
得
②
凸
版
印
刷
㈱
専
務

取
締
役
法
務
本
部
長
兼
広
報
本

部
長
③
競
争
政
策
と
知
財
、
知

財
契
約
・
ド
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、

知
財
学
特
論
Ｅ
等
④
商
学
修

士
、
法
学
修
士

教
授
　
石
井
　
康
之

（
い
し
い
・
や
す
ゆ
き
）

①
専
修
大
学
経
済
学
研
究
科
経

済
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
②
㈱

ミ
レ
ア
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

法
務
リ
ス
ク
管
理
部
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
③
知
財
経
済
論
、
知
財
評

価
、
知
財
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

④
修
士
（
計
量
経
済
学
）

教
授
　
生
越
　
由
美

（
お
ご
せ
・
ゆ
み
）

①
東
京
理
科
大
学
薬
学
部
製
薬

学
科
卒
業
②
政
策
研
究
大
学
院

大
学
助
教
授
③
知
的
財
産
法

１
、
知
財
政
策
、
知
財
学
特
論

Ｃ
等
④
薬
学
士

教
授
　
澤
井
　
敬
史

（
さ
わ
い
・
た
か
し
）

①
北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
研

究
科
原
子
工
学
専
攻
修
士
課
程

修
了
②
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア
ド
バ
ン
ス
テ

ク
ノ
ロ
ジ
㈱
知
的
財
産
事
業
本

部
長
③
知
財
科
学
概
論
、
知
財

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
④
工
学
修

士

教
授
　
手
塚
　
敏
廣

（
て
つ
か
・
と
し
ひ
ろ
）

①
東
京
理
科
大
学
理
学
研
究
科

化
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
②
サ

ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
㈱
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
部
長
③
企
業
に
お
け
る

知
財
管
理
、
国
内
知
財
訴
訟
、

知
財
学
特
論
Ｄ
等
④
理
学
修
士

教
授
　
土
井
　
輝
生

（
ど
い
・
て
る
お
）

①
早
稲
田
大
学
大
学
院
法
学
研

究
科
修
士
課
程
修
了
②
札
幌
大

学
大
学
院
法
学
研
究
科
非
常
勤

講
師
③
知
的
財
産
法
５
、
７
④

法
学
修
士

教
授
　
馬
場
　
錬
成

（
ば
ば
・
れ
ん
せ
い
）

①
東
京
理
科
大
学
理
学
部
第
一

部
数
学
科
卒
業
②
文
部
科
学
省

科
学
技
術
政
策
研
究
所
客
員
研

究
官
③
科
学
技
術
政
策
、
知
財

戦
略
論
、
知
財
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
究
④
理
学
士

教
授
　
藤
野
　
仁
三

（
ふ
じ
の
・
じ
ん
ぞ
う
）

①
早
稲
田
大
学
大
学
院
法
学
研

究
科
民
事
法
学
専
攻
経
済
法
専

修
修
士
課
程
修
了
②
日
本
技
術

貿
易
㈱
Ｉ
Ｐ
総
研
主
席
研
究
員

③
標
準
化
戦
略
、
知
財
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
研
究
④
修
士
（
法
学
）

教
授
　
穂
積
　
　
保

（
ほ
づ
み
・
た
も
つ
）

①
早
稲
田
大
学
大
学
院
法
学
研

究
科
経
済
法
専
攻
博
士
前
期
課

程
修
了
②
㈱
メ
デ
ィ
ア
リ
ン
ク

ス
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表
取
締
役
社

長
③
著
作
権
と
ラ
イ
セ
ン
シ
ン

グ
、
知
財
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

④
修
士
（
法
学
）

教
授
　
松
尾
　
和
子

（
ま
つ
お
・
か
ず
こ
）

①
東
京
大
学
法
学
部
法
律
学
科

卒
業
②
中
村
合
同
特
許
法
律
事

務
所
弁
護
士
③
知
的
財
産
法

２
、
知
財
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

④
法
学
修
士
、M

aster
of

C
om
parative

Jurispr
udence

教
授
　
丸
島
　
儀
一

（
ま
る
し
ま
・
ぎ
い
ち
）

①
早
稲
田
大
学
第
二
理
工
学
部

電
気
工
学
科
卒
業
②
キ
ヤ
ノ
ン

㈱
顧
問
③
知
財
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
究
④
工
学
士

教
授
　
満
田
　
重
昭

（
み
つ
だ
・
し
げ
あ
き
）

①
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治

学
研
究
科
民
刑
事
法
専
攻
博
士

課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
②
千

葉
大
学
教
授
（
商
法
・
経
済

法
・
知
的
財
産
法
）
③
知
的
財

産
法
４
、
６
④
法
学
修
士

教
授
　
皆
川
　
長
三
郎

（
み
な
が
わ
・
ち
ょ
う
ざ
ぶ
ろ
う
）

①
東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
電
子
工
学
専
攻
修
了
②
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ア
ド
バ
ン
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
㈱

知
的
財
産
事
業
本
部
企
画
営
業

部
長
③
技
術
移
転
・
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
、
研
究
開
発
戦
略
、
知
財

学
特
論
Ｆ
等
④
工
学
修
士

助
教
授
　
鈴
木
　
公
明

（
す
ず
き
・
き
み
あ
き
）

①
東
京
大
学
農
学
部
林
産
学
科

卒
業
②
特
許
庁
審
査
業
務
部
意

匠
課
審
査
官
③
知
的
財
産
法

３
、デ
ザ
イ
ン
戦
略
、知
財
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
研
究
④
学
士（
農
学
）

◇
山
口
東
京
理
科
大
学

【
基
礎
工
学
部
】

◆
教
養助

教
授
　
早
川
　
あ
け
み

（
は
や
か
わ
・
あ
け
み
）

①
近
畿
大
学
法
学
部
法
律
学
科

卒
業
②
名
古
屋
大
学
大
学
院
医

東
京
理
科
大
学
の
Ｂ
方
式
入

試
（
本
学
独
自
試
験
）
が
二
月

三
日
の
経
営
学
部
を
皮
切
り
に

順
次
実
施
さ
れ
た
。
本
学
の
志

願
者
数
は
、
Ａ
方
式
（
大
学
入

試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
）
を
合

わ
せ
て
、
四
万
五
千
八
百
九
十

八
人
（
前
年
度
比
二
千
八
十
五

人
減
＝
約
四
・
三
％
減
）
と
な

り
、
二
年
連
続
で
減
少
し
た
。

Ａ
方
式
の
志
願
者
数
は
一
万

四
千
七
十
二
人
（
前
年
度
比
六

百
九
十
四
人
減
＝
約
四
・
七
％

減
）、
Ｂ
方
式
の
志
願
者
数
は

三
万
一
千
八
百
二
十
六
人
（
前

年
度
比
千
四
百
十
四
人
＝
約

四
・
四
％
減
）
で
あ
っ
た
。

本
学
の
志
願
者
数
は
昨
年
度

同
様
、
十
八
歳
人
口
の
減
少
、

理
工
系
人
気
の
低
下
が
影
響
し

た
よ
う
だ
が
、
減
少
幅
は
小
さ

か
っ
た
。
理
工
系
志
願
者
が
大

き
く
減
少
し
て
い
る
中
で
は
、

本
学
は
健
闘
し
た
と
い
え
る
。

志
願
者
が
減
少
し
た
中
、
Ａ

方
式
で
は
経
営
学
部
、
Ｂ
方
式

で
は
工
学
部
第
一
部
・
基
礎
工

学
部
の
志
願
者
が
増
加
。
経
営

学
部
の
Ａ
方
式
の
増
加
は
全
国

的
な
経
済
・
経
営
学
系
統
の
人

気
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
工
学
部
第
一
部
・
基

礎
工
学
部
Ｂ
方
式
の
志
願
者
数

が
増
加
し
た
。
こ
の
原
因
は
理

学
部
第
一
部
・
工
学
部
第
一

部
・
基
礎
工
学
部
が
、
全
国
五

都
市
（
札
幌
・
仙
台
・
名
古

屋
・
大
阪
・
福
岡
）
で
も
受
験

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
全
国
入
試
の
導

入
は
、
受
験
生
に
と
っ
て
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
、
五
都
市
周
辺
地

域
の
志
願
者
が
増
加
し
た
。

志
願
者
が
増
加
し
て
い
る
他

大
学
は
学
部
増
設
や
新
規
に
セ

ン
タ
ー
試
験
利
用
方
式
を
導
入

す
る
等
、
改
革
を
進
め
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
本
学
も
更
な
る

改
革
と
と
も
に
就
職
力
、
教
育
・

研
究
力
、
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
整

備
な
ど
総
合
的
に
強
化
し
、
魅

力
の
あ
る
大
学
を
目
指
し
た
い
。

新
任
教
員
紹
介
　

つ
づ
き 

（敬称略） 

学
研
究
科
教
育
研
究
支
援
セ
ン

タ
ー
技
術
専
門
職
員
③
保
健
体

育
、
心
理
学
等
④
博
士
（
医

学
）、
博
士
（
薬
学
）

講
師
　
池
田
　
容
子

（
い
け
だ
・
よ
う
こ
）

①
山
口
大
学
大
学
院
人
文
科
学

研
究
科
修
了
②
山
口
東
京
理
科

大
学
非
常
勤
講
師
、
宇
部
工
業

高
等
専
門
学
校
非
常
勤
講
師
③

R
eading

in
E
nglish

1
&
2

、A
dvanced

R
eadi

ng
in
E
nglish

1&
2

等
④

文
学
修
士

◆
電
子
・
情
報
工
学
科

教
授
　
内
海
　
隆
行

（
う
つ
み
・
た
か
ゆ
き
）

①
東
京
工
業
大
学
理
学
部
物
理

学
科
卒
業
②
北
海
道
大
学
客
員

教
授
③
制
御
工
学
１
・
２
、
セ

ン
サ
工
学
、
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
等

④
理
学
博
士

◇
諏
訪
東
京
理
科
大
学

【
経
営
情
報
学
部
】

◆
経
営
情
報
学
科

教
授
　
片
岡
　
　
寛

（
か
た
お
か
・
ひ
ろ
し
）

①
東
京
教
育
大
学
大
学
院
理
学

研
究
科
化
学
専
攻
博
士
課
程
修

了
②
一
橋
大
学
大
学
院
商
学
研

究
科
教
授
③
経
営
戦
略
論
、
技

術
革
新
論
、
経
営
学
総
論
Ⅰ
・

Ⅱ
④
博
士
（
理
学
）

教
授
　
平
田
　
譲
二

（
ひ
ら
た
・
じ
ょ
う
じ
）

①
一
橋
大
学
大
学
院
商
学
研
究

科
経
営
・
会
計
専
攻
研
究
者
養

成
コ
ー
ス
博
士
後
期
課
程
修
了

②
日
産
自
動
車
株
式
会
社
、
産

能
大
学
大
学
院
Ｍ
Ｂ
Ａ
コ
ー
ス

非
常
勤
講
師
③
産
業
論
Ｃ
、
経

営
学
総
論
Ⅱ
、
三
年
ゼ
ミ
等
④

博
士
（
商
学
）

①
最
終
学
歴
　
②
前
　
歴

③
担
当
科
目
　
④
学
　
位

3日間、多数の参加者を集め開催された国際シンポジウム

三
月
七
日
（
月
）
か
ら
九
日

（
水
）の
三
日
間
に
わ
た
り
、
東

京
理
科
大
学
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ

Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
先
導
的
建
築

火
災
安
全
工
学
研
究
の
推
進
拠

点
」
第
二
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
た
。
本
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
『
21
世
紀
の
火
災
科

学
―「
研
究
」
・
「
教
育
」
・
「
技

術
」
の
新
た
な
展
開
』
を
主
題

と
し
、
海
外
か
ら
の
来
賓
講
演

者
を
含
め
、
国
内
外
の
第
一
線

で
活
躍
す
る
研
究
、
教
育
、
行

政
、
実
務
関
係
者
等
が
参
加
し

た
。

初
日
は
、
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
・
ク
リ
ス
タ
ル
パ
レ
ス
で
、

若
松
孝
旺
・
本
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ

ラ
ム
拠
点
リ
ー
ダ
ー
の
挨
拶
を

か
わ
き
り
に
、
塚
本
桓
世
理
事

長
、
岡
村
弘
之
学
長
、
官
公

庁
、
学
会
関
係
者
の
来
賓
挨
拶

が
あ
っ
た
。
引
き
続
き
、
「
国

際
的
火
災
安
全
工
学
研
究
拠
点

と
し
て
求
め
ら
れ
る
姿
と

は
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
欧
米
・

ア
ジ
ア
の
八
カ
国
の
火
災
研

究
・
教
育
に
関
わ
る
教
授
陣
等

に
よ
る
講
演
が
あ
り
、
研
究
・

教
育
拠
点
に
関
す
る
世
界
的
動

向
が
紹
介
さ
れ
た
。

二
日
目
は
、
会
場
を
本
学
・

野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
・
薬
学
部
ホ

ー
ル
に
移
し
、
防
火
技
術
者
協

会
（
Ｓ
Ｆ
Ｐ
Ｅ
）
の
米
国
本
部

会
長
、
日
本
、
韓
国
、
香
港
の

各
支
部
長
等
か
ら
「
火
災
安
全

工
学
技
術
を
社
会
に
浸
透
さ
せ

る
た
め
に
は
？
」
を
テ
ー
マ
に
、

実
社
会
に
お
け
る
建
築
防
火
技

術
や
職
能
の
確
立
に
む
け
て
の

活
動
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま

た
、
竣
工
間
も
な
い
本
学
火
災

科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
実
験
棟
の

見
学
会
も
併
せ
て
実
施
さ
れ
た
。

最
終
日
は
、
本
学
・
神
楽
坂

キ
ャ
ン
パ
ス
・
森
戸
記
念
館
で
、

若
手
研
究
者
を
中
心
に
口
頭
発

表
形
式
に
よ
る
論
文
発
表
会
が

実
施
さ
れ
、
活
発
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
た
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
建

設
、
消
防
、
損
害
保
険
、
防
災

メ
ー
カ
ー
な
ど
の
関
係
者
を
は

じ
め
、
日
本
を
含
め
た
十
カ
国

か
ら
三
百
人
を
超
え
る
参
加
者

が
あ
り
盛
大
裡
に
終
了
し
た
。

三
日
間
と
い
う
短
期
間
で
は
あ

っ
た
が
、
本
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
活
動
を
国
際
的
規
模
で
情

報
発
信
す
る
役
割
を
担
う
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
。
ま
た
、

本
学
を
中
心
と
し
た
更
に
強
固

な
国
際
的
研
究
・
教
育
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
活
動
す

る
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
も
あ
っ
た
。

「
先
導
的
建
築
火
災
安
全
工
学
研
究
の
推
進
拠
点
」 

10
カ

国
300
人
超
え
る
参
加
者 

第
２
回
国
際
シ
ン
ポ
開
く 

21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

「全国入試」導入　好影響 「全国入試」導入　好影響 
平成17年度　入試まとめ 
平成１７年度東京理科 ＜大学学部別志願者数＞ 

学　部 Ａ方式（人） B方式（人） 合計（人） 

2,905 

2,054 

1,484 

4,685 

826 

1,344 

13,298 

569 

205 

774 

14,072

理学部第一部 

薬 学 部  

工学部第一部 

理 工 学 部  

基 礎 工 学 部  

経 営 学 部  

昼間学部合計 

理学部第二部 

工学部第二部 

夜 間 学 部 計  

大 学 合 計  

6,730 

7,081 

2,240 

10,962 

2,225 

1,433 

30,671 

717 

438 

1,155 

31,826

9,635 

9,135 

3,724 

15,647 

3,051 

2,777 

43,969 

1,286 

643 

1,929 

45,898

表２． 

27
氏
が
定
年
を
お
迎
え 

長
年
に
わ
た
り
本
学
の
教

育
・
研
究
、
事
務
に
尽
力
さ
れ

た
二
十
七
氏
が
三
月
三
十
一
日

付
で
定
年
を
迎
え
ら
れ
た
。

（
敬
称
略
）

【
理
一
】
教
養
・
森
山
暢
子
▽

数
学
・
山
田
俊
彦
▽
物
理
・
岩

村
祥
彦
／
堀
場
鉚
一
朗

【
工
一
】
電
気
・
関
清
三
／
水

町
芳
彦
／
唐
島
照
介

【
薬
】
製
薬
・
浅
部
喜
博

【
理
工
】
教
養
・
小
林
武
雄
／

斎
藤
久
／
田
宮
高
紀
▽
物
理
・

石
田
興
太
郎
▽
建
築
・
野
村
設

郎
▽
工
化
・
小
浦
延
幸
▽
経

工
・
久
保
章

【
基
工
】
材
料
・
干
鯛
眞
信
▽

生
物
・
吉
田
充
輝＊

【
事
務
総
局
】
管
財
課
・
鎗
田

安
雄
▽
理
学
事
務
・
室
井
義
郎

▽
就
職
課
（
神
）
・
金
子
邦
男

▽
庶
務
課
メ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
・

松
田
正
巳
▽
理
工
事
務
・
古
澤

政
男
▽
理
工
事
務
・
深
井
道
子

（
選
択
定
年
）
▽
久
喜
事
務
・

田
中
澄
男
（
選
択
定
年
）

＊

【
山
口
理
大
】
電
情
・
石
田
修

一
／
森
克
己

【
諏
訪
理
大
】
電
子
・
谷
辰
夫

新
任
職
員
７
氏

四
月
一
日
付
で
新
採
用
の
職

員
七
人
は
次
の
と
お
り
。

◇
神
楽
坂
▼
経
理
課
・
山
本

雄
二
▼
学
務
課
・
b
橋
里
美
▼

工
学
事
務
課
・
近
藤
真
由
子
▼

事
務
シ
ス
テ
ム
課
・
加
藤
麻
衣

◇
野
田
▼
理
工
学
事
務
課

（
機
械
工
作
工
場
）
・
小
林
操

▼
就
職
課
・
千
葉
貴
子

◇
久
喜
事
務
部
・
坂
口
輝
幸

（前左）加藤さん、近藤さん、千葉さん、q橋さん
（後左）坂口さん、山本さん、小林さん
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創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
キ

ャ
ン
パ
ス
再
構
築
計
画
の
ひ
と

つ
、
神
楽
坂
・
九
段
校
舎
の
改

修
工
事
と
、
野
田
・
カ
ナ
ル
会

館
の
新
築
工
事
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
概
要
と
特
徴
は
次
の

と
お
り
。

■
九
段
校
舎

千
代
田
区

九
段
（
靖
国
神
社
・
武
道
館
前

：
旧
都
市
基
盤
整
備
公
団
本

社
）
の
土
地
と
建
物
を
取
得
し
、

九
段
校
舎
と
し
て
工
学
部
１
、

２
部
（
工
業
化
学
科
を
除
く
）

が
利
用
し
ま
す
。
建
物
規
模
は

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・
鉄
骨

造
、
地
下
二
階
、
地
上
七
階
建

て
、
延
べ
面
積
約
一
万
六
〇
〇

〇
2

ｍ
。
十
一
月
末
に
は
完
成

し
、
平
成
十
八
年
四
月
か
ら
の

使
用
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

教
室
、
実
験
室
等
は
低
層
階

に
、
ま
た
フ
ロ
ア
ご
と
に
各
学

科
を
分
け
て
（
三
階
は
機
械
、

四
階
は
電
気
、
五
階
は
建
築
、

六
階
は
経
営
工
）
計
画
。
主
な

特
徴
と
し
て
既
設
（
一
階
）
の

食
堂
を
改
修
し
、
食
事
時
間
帯

以
外
で
も
利
用
で
き
る
施
設
づ

く
り
を
、
ま
た
七
階
（
最
上
階
）

に
は
図
書
コ
ー
ナ
ー
を
、
隣
接

す
る
屋
上
に
は
思
索
の
場
や
憩

い
の
場
と
し
て
の
屋
上
庭
園
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

■
カ
ナ
ル
会
館

カ
ナ

ル
会
館
は
、
野
田
地
区
再
構
築

の
一
環
と
し
て
一
号
館
の
東
側

に
計
画
、
野
田
地
区
の
福
利
厚

生
機
能
と
野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
全

体
の
メ
イ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
を
再

整
備
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

地
上
三
階
建
て
、
一
階
に
約
六

百
席
の
食
堂
ホ
ー
ル
と
厨
房
を

配
し
、
二
階
に
は
約
百
二
十
席

の
学
生
ホ
ー
ル
。
そ
し
て
、
三

階
に
は
、
約
百
八
十
人
収
容
の

会
議
室
と
展
示
資
料
室
が
設
置

さ
れ
る
予
定
で
す
。
同
会
館
の

建
設
に
よ
っ
て
、
学
生
生
活
環

境
の
向
上
と
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
、
立
地
の
特
性
を
活
か
し
た

野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
し
い
顔

づ
く
り
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
続
々
と

新
施
設
が
誕
生
し
ま
し
た
。

三
つ
の
施
設
の
概
要
は
次
の

と
お
り
。

◆
火
災
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

実
験
棟

二
〇
〇
三
年
度
文
部

科
学
省
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

採
択
さ
れ
た
総
合
研
究
所
火
災

科
学
研
究
部
門
の
「
先
導
的
建

築
火
災
安
全
工
学
研
究
の
推
進

拠
点
」
研
究
の
実
験
棟
と
し
て

三
月
三
日
に
竣
工
。
大
学
付
属

の
火
災
科
学
専
用
施
設
の
中
で

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
規
模
と

機
能
を
も
つ
。
建
築
構
造
部
材

や
材
料
の
防
耐
火
性
能
、
可
燃

物
の
燃
焼
性
状
、
煙
流
動
性
状

な
ど
の
実
験
を
実
際
の
規
模
レ

ベ
ル
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
設
計
さ
れ
て
い
る
。

◆
総
合
研
究
所
Ｄ
Ｄ
Ｓ
研
究

部
門
研
究
セ
ン
タ
ー

Ｄ
Ｄ
Ｓ

研
究
部
門
は
、
肺
結
核
や
肺
が

ん
、
乳
が
ん
な
ど
重
篤
な
病
気

に
有
効
な
Ｄ
Ｄ
Ｓ
（
薬
物
送
達

シ
ス
テ
ム
）
を
開
発
す
る
こ
と

を
目
指
し
平
成
十
五
年
に
開

設
。
当
セ
ン
タ
ー
は
、
基
礎
分

野
と
臨
床
・
製
薬
企
業
関
連
研

究
者
な
ど
、
専
門
を
異
に
す
る

学
内
外
の
多
様
な
研
究
者
が
共

通
の
場
で
研
究
を
行
う
た
め
の

拠
点
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。
三

月
九
日
に
竣
工
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
棟

理
工
学
部
・
基
礎
工
学
部
エ

リ
ア
と
薬
学
部
エ
リ
ア
を
結
ぶ

中
央
に
位
置
し
、
学
生
や
教
職

員
の
交
流
の
場
と
な
る
よ
う
食

堂
・
売
店
・
学
生
ホ
ー
ル
・
理

髪
店
・
防
音
室
・
和
室
を
備
え

た
厚
生
施
設
と
し
て
誕
生
。
三

月
三
十
一
日
に
竣
工
。

の
一
部
と
し
て
次
の
と
お
り
予

算
措
置
す
る
こ
と
。

①
カ
ナ
ル
会
館
建
築
に
係
わ
る

建
築
費
等

三
、
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
係
わ
る
経
費
を
次
の
と
お

り
予
算
措
置
す
る
こ
と
。

①
計
算
科
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研

究
セ
ン
タ
ー
（
新
規
）

②
高
度
光
利
用
グ
リ
ー
ン
科
学

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
（
新
規
）

③
ハ
イ
テ
ク
・
リ
サ
ー
チ
・
セ

ン
タ
ー
整
備
事
業
／
工
学
研

究
科
（
新
規
）

④
総
合
研
究
所
先
端
材
料
研
究

部
門
（
継
続
）

⑤
総
合
研
究
所
Ｄ
Ｄ
Ｓ
研
究
部

門
（
継
続
）

⑥
ゲ
ノ
ム
創
薬
研
究
セ
ン
タ
ー

（
継
続
）

⑦
再
生
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー

（
継
続
）

⑧
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
・
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
（
継

続
）

⑨
産
学
連
携
研
究
推
進
事
業
／

基
礎
工
学
研
究
科
（
継
続
）

四
、
右
記
「
三
」
を
文
部
科

学
省
が
行
う
「
学
術
研
究
高
度

化
推
進
事
業
」
の
対
象
経
費
と

す
る
こ
と
と
し
、
研
究
設
備
整

備
費
等
補
助
金
お
よ
び
経
常
費

補
助
金
（
特
別
補
助
）
を
予
算

措
置
す
る
こ
と
。

五
、
創
立
百
二
十
五
周
年
記

念
事
業
に
充
当
す
る
た
め
総
額

五
十
億
円
を
目
標
に
募
集
し
て

い
る
寄
付
金
の
う
ち
、
平
成
十

七
年
度
目
標
額
を
予
算
措
置
す

る
こ
と
。

＊

な
お
、
資
金
収
支
予
算
書
に

お
け
る
前
年
度
繰
越
支
払
資
金

お
よ
び
消
費
収
支
予
算
書
に
お

け
る
前
年
度
繰
越
消
費
支
出
超

過
額
は
、
平
成
十
六
年
度
決
算

確
定
前
の
予
算
額
に
基
づ
い
て

い
る
。

＊
詳
細
は
、
七
月
頃
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
掲
載
予
定
。

2005年（平成17年） ４月25日（月）（ 4 ）

平　成　１７　年　度　　資　金　収　支　予　算 
［平成17年4月1日から平成18年3月31日まで］ （単位：千円） 

平　成　１７　年　度　　消　費　収　支　予　算 
［平成17年4月1日から平成18年3月31日まで］ （単位：千円） 

収　　　　　入　　　　　の　　　　　部 

支　　　　　出　　　　　の　　　　　部 

消　　　費　　　収　　　入　　　の　　　部 

消　　　費　　　支　　　出　　　の　　　部 

科　　　　目 １７年度予算額 科　　　　目 １７年度予算額 科　　　　目 １７年度予算額 

科　　　　目 １７年度予算額 科　　　　目 １７年度予算額 科　　　　目 １７年度予算額 

科　　　　目 １７年度予算額 科　　　　目 １７年度予算額 科　　　　目 １７年度予算額 

科　　　　目 １７年度予算額 科　　　　目 １７年度予算額 科　　　　目 １７年度予算額 

２５,５８１,５９４ 
１６,７００,０５５ 
２,６０６,４７０ 
１,６３１,４８９ 
４,６４３,５８０ 
１,５１８,０３６ 
１,４６９,０３６ 
９,０００ 
１６,０００ 
２４,０００ 

１,８０２,３００ 
１,５００,０００ 
３０２,３００ 
３,８２９,９２３ 
３,８１０,８６７ 
１４,０５６ 
５,０００ 

３９９,６５４ 

学生生徒等納付金収入 
授業料収入 
入学金収入 
実験実習料収入 
施設設備資金収入 
手数料収入 
入学検定料収入 
試験料収入 
証明手数料収入 
大学入試センター試験実施手数料収入 
寄付金収入 
特別寄付金収入 
一般寄付金収入 
補助金収入 
国庫補助金収入 
地方公共団体補助金収入 
学術研究振興資金収入 
資産運用収入 

５,０００ 
３２３,６００ 
７１,０５４ 
４０,０００ 
４０,０００ 
６１６,３５７ 
５９６,３５７ 
２０,０００ 

１,０８３,５４４ 
１８,３００ 
８３５,４５０ 
２２９,７９４ 

１６,２９８,１５３ 
８,８８２,２５７ 
２,５９５,０８７ 
４６３,８５６ 
４,３１９,６４６ 
３７,３０７ 

第３号基本金運用収入 
受取利息・配当金収入 
施設設備利用料収入 
資産売却収入 
不動産売却収入 
事 業 収 入 
受託事業収入 
知的財産権実施料等収入 
雑　収　入 
入学要項売上収入 
私立大学退職金財団交付金収入 
その他の雑収入 
前受金収入 
授業料前受金収入 
入学金前受金収入 
実験実習料前受金収入 
施設設備資金前受金収入 
その他の前受金収入 

３,１４１,５１８ 
１,０００,０００ 
７２５,８９９ 
１,２４８,９７６ 
１３７,２９６ 
１４,６７７ 
１４,６７０ 

△１７,０８８,１９５ 
△  １,１９０,４５４ 
△１５,８９７,７４１ 
４０,４２０,４３６ 

 
 
 
 
 
 

７７,６４３,３２０ 

その他の収入 
神楽坂地区新５号館建築及び10号館 
改修資金引当特定預金からの繰入収入 

退職給与引当特定預金からの繰入収入 
前期末未収入金収入 
貸付金回収収入　 
預り金受入収入 
保証金回収収入 
資金収入調整勘定 
期末未収入金 
前期末前受金 
前年度繰越支払資金 
 
 
 
 

 
 

収　入　の　部　合　計 

学生生徒等納付金 
授業料 
入学金 
実験実習料 
施設設備資金 
手　数　料 
入学検定料 
試験料 
証明手数料 
大学入試センター試験実施手数料 
寄　付　金 
特別寄付金 

一般寄付金 
現物寄付金 
補　助　金 
国庫補助金 
地方公共団体補助金 
学術研究振興資金 
資産運用収入 
第３号基本金運用収入 
受取利息・配当金 
施設設備利用料 
事業収入 
受託事業収入 

知的財産権実施料等収入 
雑　収　入 
入学要項売上収入 
私立大学退職金財団交付金 
その他の雑収入 
 
 
 

 
帰　属　収　入　合　計 
基 本 金 組 入 額 合 計 
消 費 収 入 の 部 合 計 

１５,９７５,４０７ 
１０,１３３,１５２ 
４,６４６,６３５ 
１１０,７１０ 
１,０８４,９１０ 
８,８６０,４５３ 
１,９５０,２１０ 
１,１９４,２０７ 
４３１,９６９ 
１８０,５０３ 
８４,４２８ 
２２４,５８４ 
３１６,２９８ 
１１,３６３ 
１１,９４１ 
９３３,１３８ 
３１５,０１５ 
８０,０６１ 
２９９ 

１,６８５,８６４ 
５９２,５２７ 
６９５,３９０ 
１５２,６５６ 
１,８２７,４３４ 

人件費支出 
教員人件費支出 
職員人件費支出 
役員報酬支出 
退職金支出 
教育研究経費支出 
消耗品費支出 
光熱水費支出 
旅費交通費支出 
奨学費支出 
福利厚生費支出 
通信運搬費支出 
印刷費支出 
広告費支出 
会議費支出 
賃借料支出 
修繕費支出 
諸会費支出 
公租公課支出 
報酬・委託・手数料支出 
保守料支出 
資料費支出 
雑費支出 
管理経費支出 

５３,９３２ 
１０９,９０８ 
７４,９０５ 
４２,８８３ 
４２,４６０ 
１９８,２７７ 
１７,６５７ 
１７４,９９４ 
３５,９０５ 
２０２,２３７ 
６４,５１６ 
１２,３７５ 
１３５,２７２ 
５０１,１８５ 
９３,４４５ 
３７,９１２ 
２９,５７１ 
５８,３２０ 
５８,３２０ 

１,４８３,１６０ 
１,４８３,１６０ 
７,４１６,５０８ 
８５７,０００ 
６,３５５,６８８ 

消耗品費支出 
光熱水費支出 
旅費交通費支出 
福利厚生費支出 
通信運搬費支出 
印刷費支出 
保険料支出 
広告費支出 
渉外・会議費支出 
賃借料支出 
修繕費支出 
諸会費支出 
公租公課支出 
報酬・委託・手数料支出 
保守料支出 
資料費支出 
雑費支出 
借入金等利息支出 
借入金利息支出 
借入金等返済支出 
借入金返済支出 
施設関係支出 
土地支出 
建物支出 

７９,８２０ 
１２４,０００ 
２,３４９,１５４ 
２,１３２,１４１ 
７５,６３０ 
１１９,５０３ 
９,４３０ 
１２,４５０ 

２,７２５,８９９ 
７２５,８９９ 
２,０００,０００ 
１,３８２,２４５ 
６０１,１００ 
７８１,１４５ 
３００,０００ 

△ １,２１７,３３５ 
△ １,２１７,３３５ 
３６,４８２,０７５ 

 
 
 
 
 

７７,６４３,３２０ 

構築物支出 
建設仮勘定支出 
設備関係支出 
教育研究用機器備品支出 
その他の機器備品支出 
図書支出 
車輛支出 
特許権支出 
資産運用支出 
退職給与引当特定預金への繰入支出 
神楽坂新2号館建築引当特定預金への繰入支出 
その他の支出 
貸付金支払支出 
前期末未払金支払支出 
予備費 
資金支出調整勘定 
期末未払金 
次年度繰越支払資金 

 
 
 
 
 

支　出　の　部　合　計 

１５,９７５,４０７ 
１０,１３３,１５２ 
４,６４６,６３５ 
１１０,７１０ 
９１８,３５８ 
１６６,５５２ 

１３,４２４,８８７ 
１,９５０,２１０ 
１,１９４,２０７ 
４３１,９６９ 
１８０,５０３ 
８４,４２８ 
２２４,５８４ 
３１６,２９８ 
１１,３６３ 
１１,９４１ 
９３３,１３８ 
３１５,０１５ 

人　件　費 
教員人件費 
職員人件費 
役員報酬 
退職金 
退職給与引当金繰入額 
教育研究経費 
消耗品費 
光熱水費 
旅費交通費 
奨学費 
福利厚生費 
通信運搬費 
印刷費 
広告費 
会議費 
賃借料 
修繕費 

８０,０６１ 
２９９ 

１,６８５,８６４ 
５９２,５２７ 
６９５,３９０ 
１５２,６５６ 
４,５６４,４３４ 
１,９１７,０７１ 
５３,９３２ 
１０９,９０８ 
７４,９０５ 
４２,８８３ 
４２,４６０ 
１９８,２７７ 
１７,６５７ 
１７４,９９４ 
３５,９０５ 
２０２,２３７ 

諸会費 
公租公課 
報酬・委託・手数料 
保守料 
資料費 
雑　費 
減価償却額 
管 理 経 費 
消耗品費 
光熱水費 
旅費交通費 
福利厚生費 
通信運搬費 
印刷費 
保険料 
広告費 
渉外・会議費 
賃借料 

６４,５１６ 
１２,３７５ 
１３５,２７２ 
５０１,１８５ 
９３,４４５ 
３７,９１２ 
２９,５７１ 
８９,６３７ 
５８,３２０ 
５８,３２０ 
２２,１８０ 
２２,１８０ 
３００,０００ 

 
３１,６９７,８６５ 
７,０６５,５３３ 
８,１１８,９６０ 
１５,１８４,４９３ 

修繕費 
諸会費 
公租公課 
報酬・委託・手数料 
保守料 
資料費 
雑　費 
減価償却額 
借入金等利息 
借入金利息 
資産処分差額 
不動産処分差額 
予　備　費 
 
消 費 支 出 の 部 合 計 

当 年 度 消 費 支 出 超 過 額 
前年度繰越消費支出超過額 
翌年度繰越消費支出超過額 

２５,５８１,５９４ 
１６,７００,０５５ 
２,６０６,４７０ 
１,６３１,４８９ 
４,６４３,５８０ 
１,５１８,０３６ 
１,４６９,０３６ 
９,０００ 
１６,０００ 
２４,０００ 

２,０７６,６３１ 
１,５００,０００ 

３０２,３００ 
２７４,３３１ 
３,８２９,９２３ 
３,８１０,８６７ 
１４,０５６ 
５,０００ 

３９９,６５４ 
５,０００ 

３２３,６００ 
７１,０５４ 
６１６,３５７ 
５９６,３５７ 

２０,０００ 
１,０８３,５４４ 
１８,３００ 
８３５,４５０ 
２２９,７９４ 

 
 
 
 

３５，１０５,７３９ 
△  １０,４７３,４０７ 
２４,６３２,３３２ 

野
田
の
カ
ナ
ル
会
館
の
パ
ー
ス

九
段
校
舎
の
パ
ー
ス

神楽坂・九段校舎改修、野田・カナル会館建設　スタート 

火災科学研究センター実験棟DDS研究部門研究センター

コミュニケーション棟の学生食堂

野田キャンパスに 
新施設３つ　誕生 

平
成
17
年
度
予
算
　

編
成 

学
校
法
人
東
京
理
科
大
学
理
事
会 

平
成
十
七
年
度
予
算
は
、
平

成
十
八
年
度
に
創
立
百
二
十
五

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
次

の
百
年
に
向
け
た
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
神
楽
坂
校
舎
は

社
会
へ
の
情
報
発
信
基
地
と
し

て
の
都
心
型
キ
ャ
ン
パ
ス
、
野

田
校
舎
は
産
官
と
連
携
し
た
ハ

イ
レ
ベ
ル
な
教
育
・
研
究
拠
点

と
し
て
の
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
型

キ
ャ
ン
パ
ス
を
目
指
し
た
再
構

築
計
画
を
一
層
推
進
し
、
さ
ら

な
る
教
育
・
研
究
の
質
的
向
上

と
環
境
整
備
に
取
り
組
み
、
新

世
紀
に
相
応
し
い
大
学
づ
く
り

を
目
的
に
編
成
を
行
っ
た
。

ま
た
重
点
項
目
と
し
て
次
の

こ
と
を
盛
り
込
む
こ
と
と
し
た
。

一
、
神
楽
坂
地
区
再
構
築
計

画
の
一
部
と
し
て
次
の
と
お
り

予
算
措
置
す
る
こ
と
。

①
新
五
号
館
建
築
に
係
わ
る
建

築
費
等
（
平
成
十
七
年
度
支

払
分
）

②
九
段
校
舎
仮
移
転
に
伴
う
九

段
校
舎
改
修
工
事
費
等

③
仮
移
転
用
教
室
に
係
わ
る
賃

借
料
等
（
平
成
十
七
年
度
支

払
分
）

二
、
野
田
地
区
再
構
築
計
画
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【
同
窓
生
】

◇
金
壱
千
万
円

横
田
　
　
誠
様

◇
金
参
百
万
円

森
野
　
義
男
様

（
累
計
金
壱
千
六
百
五
拾
万
円
）

◇
金
弐
百
万
円

西
村
　
和
夫
様

◇
金
壱
百
壱
拾
万
円

菅
原
　
俊
一
様

（
累
計
金
壱
百
六
拾
万
円
）

◇
金
壱
百
万
円

天
野
　
　
久
様（累

計
金
弐
百
万
円
）

石
山
　
　
清
様

市
川
　
兼
三
様

◇
金
五
拾
万
円

家
入
　
憲
之
様

加
藤
　
和
詳
様（累

計
金
壱
百
万
円
）

金
子
　
康
法
様

亀
田
　
光
昭
様（累

計
金
壱
百
万
円
）

酒
井
　
康
行
様

澤
田
日
出
海
様

正
林
　
真
之
様

関
川
　
正
文
様

中
川
　
　
泉
様

宮
川
　
公
治
様（累

計
金
壱
百
万
円
）

渡
辺
　
聰
明
様

◇
金
四
拾
万
円

赤
木
　
　
寛
様（累

計
金
五
拾
万
円
）

村
井
　
良
吉
様（累

計
金
七
拾
万
円
）

（
累
計
金
弐
拾
万
円
）

菱
沼
　
捷
二
様

福
田
　
容
久
様

藤
木
　
良
規
様

末
栄
　
良
弘
様

松
村
　
　
賢
様（累

計
金
弐
拾
万
円
）

丸
山
　
次
義
様

丸
山
　
義
博
様

矢
内
原
勝
男
様（累

計
金
弐
拾
万
円
）

矢
野
　
素
子
様

山
田
　
建
己
様（累

計
金
弐
拾
万
円
）

匿
名
　
　
二
名

◇
金
七
万
円

渡
邊
　
一
郎
様（累

計
金
壱
拾
万
円
）

◇
金
六
万
円

板
谷
　
英
樹
様

水
野
　
　
澄
様

◇
金
五
万
円

伊
藤
　
聖
使
様

衛
藤
　
博
己
様

大
熊
　
壮
成
様（累

計
金
壱
拾
万
円
）

大
埴
　
重
康
様

小
澤
　
　
猛
様

木
内
　
秀
二
様

北
川
　
祐
治
様

倉
光
　
博
史
様（累

計
金
壱
拾
万
円
）

鴻
巣
　
良
三
様

重
久
　
三
行
様

白
濱
　
　
傳
様（累

計
金
壱
拾
万
円
）

関
　
　
貴
之
様

瀬
沼
　
一
也
様

b
尾
　
英
明
様

立
田
　
栄
三
様

中
野
　
正
文
様

中
村
　
国
男
様

西
　
信
一
郎
様

服
部
　
　
孝
様

（
累
計
金
壱
拾
万
円
）

花
木
　
秀
実
様

平
尾
　
泰
良
様

福
永
　
健
一
様

（
累
計
金
壱
拾
五
万
円
）

古
川
　
　
清
様

古
橋
　
一
男
様

本
多
喜
久
子
様（累

計
金
壱
拾
万
円
）

溝
井
　
愽
一
様

山
崎
　
俊
和
様（累

計
金
壱
拾
万
円
）

山
崎
　
仁
志
様

横
山
　
利
光
様

吉
田
　
幸
治
様（

累
計
金
六
万
円
）

吉
田
　
隆
茂
様

笠
　
　
恒
夫
様

匿
名
　
　
七
名

◇
参
万
円

石
井
　
　
智
様（

累
計
金
五
万
円
）

井
上
　
重
成
様

佐
久
間
元
朗
様

西
村
　
健
一
様

吉
武
　
正
禮
様（

累
計
金
九
万
円
）

◇
金
弐
万
五
千
円

山
口
　
文
夫
様（

累
計
金
五
万
円
）

◇
金
弐
万
円

天
野
太
一
郎
様（

累
計
金
七
万
円
）

伊
東
千
代
治
様

清
川
　
勝
浩
様

倉
島
　
聖
治
様

小
島
　
正
人
様（

累
計
金
参
万
円
）

小
林
　
　
明
様

首
藤
　
　
隆
様

b
橋
　
　
譲
様

谷
本
　
憲
彦
様

林
田
　
　
實
様（

累
計
金
四
万
円
）

真
下
　
　
晃
様

村
田
　
輝
彦
様（

累
計
金
八
万
円
）

匿
名
　
　
四
名

◇
金
壱
万
円

青
木
　
　
光
様（

累
計
金
参
万
円
）

石
井
　
英
機
様

泉
田
　
　
保
様

岩
木
　
孝
夫
様

遠
藤
　
弘
二
様

遠
藤
　
　
忠
様（

累
計
金
参
万
円
）

大
城
戸
淳
二
様（

累
計
金
弐
万
円
）

尾
原
　
　
栄
様

加
藤
　
素
男
様（

累
計
金
六
万
円
）

久
保
　
卓
也
様（

累
計
金
弐
万
円
）

熊
谷
　
　
誠
様

河
野
　
秀
昭
様（

累
計
金
弐
万
円
）

杉
山
　
秋
彦
様

鈴
木
　
義
一
様

仙
田
　
好
夫
様

高
宮
　
英
夫
様（

累
計
金
弐
万
円
）

玉
置
　
　
充
様（

累
計
金
弐
万
円
）

永
原
　
幸
男
様

長
谷
川
重
信
様

保
坂
　
　
洋
様（

累
計
金
弐
万
円
）

真
鍋
　
三
郎
様

水
野
　
統
太
様

宮
崎
　
嘉
夫
様（

累
計
金
参
万
円
）

宮
脇
　
　
進
様

山
極
　
時
生
様（

累
計
金
弐
万
円
）

匿
名
　
　
二
名

◇
金
五
千
円

小
澤
　
基
男
様

【
一
般
】

◇
金
五
万
円

安
藤
　
信
彦
様

◇
金
八
百
四
拾
円

匿
名
　
　
一
名

【
父
母
・
保
証
人
】

◇
金
五
万
円

末
永
　
正
美
様

【
元
教
職
員
】

◇
金
五
拾
万
円

戸
原
　
章
子
様

◇
金
壱
拾
万
円

久
保
田
和
彦
様

佐
藤
　
三
郎
様

杉
山
　
俊
隆
様

◇
金
壱
万
円

尾
形
　
　
猛
様（

累
計
金
弐
万
円
）

【
教
職
員
】

◇
金
五
百
万
円

若
松
　
孝
旺
様

◇
金
弐
百
万
円

岡
村
　
弘
之
様（累

計
金
四
百
万
円
）

◇
金
壱
百
万
円

塚
本
　
桓
世
様（累

計
金
参
百
万
円
）

土
谷
　
敏
雄
様

幡
野
　
　
純
様

（
累
計
金
弐
百
五
拾
万
円
）

原
　
　
文
雄
様（累

計
金
弐
百
万
円
）

村
田
　
雄
司
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
六
拾
万
円

金
子
　
堅
司
様

小
林
　
駿
介
様

◇
金
五
拾
万
円

伊
藤
　
眞
義
様

金
子
　
　
聰
様

金
刺
　
亮
介
様

小
林
　
秀
至
様

西
川
　
英
一
様

西
村
　
　
司
様

兵
庫
　
　
明
様

匿
名
　
　
二
名

◇
金
四
拾
五
万
円

匿
名
　
　
一
名

◇
金
参
拾
万
円

小
早
川
増
雄
様

澤
　
　
芳
昭
様

（
累
計
金
弐
百
壱
拾
万
円
）

宮
澤
　
　
悟
様（累

計
金
五
拾
万
円
）

見
山
　
友
裕
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
弐
拾
五
万
円

児
島
　
　
紘
様

（
累
計
金
七
拾
五
万
円
）

◇
金
弐
拾
四
万
円

橘
　
　
孝
二
様

◇
金
弐
拾
万
円

今
井
　
雅
幸
様（累

計
金
五
拾
万
円
）

柏
谷
　
　
衛
様（累

計
金
四
拾
万
円
）

小
林
　
　
進
様

坂
入
　
靖
男
様

島
田
　
春
夫
様

谷
山
　
道
子
様

中
谷
　
久
一
様

古
江
　
広
和
様

望
月
　
雅
文
様

矢
島
　
尚
人
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
壱
拾
五
万
円

鈴
木
　
康
一
様

渡
辺
　
恒
夫
様（累

計
金
参
拾
万
円
）

匿
名
　
　
三
名

◇
金
壱
拾
四
万
五
千
円

匿
名
　
　
一
名

◇
金
壱
拾
弐
万
五
千
円

城
　
　
貞
晴
様

◇
金
壱
拾
壱
万
五
千
円

匿
名
　
　
一
名

◇
金
壱
拾
万
円

相
原
　
伸
一
様

安
藤
　
静
敏
様（累

計
金
弐
拾
万
円
）

石
田
興
太
郎
様

泉
　
　
宏
紀
様

上
村
　
　
洸
様（累

計
金
弐
拾
万
円
）

菊
池
　
正
紀
様

日
下
部
　
慧
様（累

計
金
弐
拾
万
円
）

熊
谷
　
輝
雄
様（累

計
金
弐
拾
万
円
）

倉
渕
　
　
隆
様

栗
田
　
秀
隆
様

貞
重
　
明
男
様

鈴
木
　
増
雄
様（累

計
金
弐
拾
万
円
）

玉
井
　
郁
巳
様

築
山
　
光
一
様（累

計
金
参
拾
万
円
）

手
塚
　
修
一
様

東
平
　
光
生
様

富
澤
　
儀
一
様

半
谷
精
一
郎
様（累

計
金
弐
拾
万
円
）

深
谷
　
公
男
様

藤
代
　
博
記
様（累

計
金
弐
拾
万
円
）

古
川
　
猛
夫
様

山
下
　
輝
雄
様

山
本
　
經
二
様

若
林
　
　
勇
様

匿
名
　
　
九
名

◇
金
九
万
五
千
円

稲
坂
　
　
勤
様

（
累
計
金
弐
拾
参
万
円
）

◇
金
八
万
五
千
円

井
口
　
　
眞
様（累

計
金
壱
拾
万
円
）

◇
金
八
万
円

匿
名
　
　
三
名

◇
金
七
万
円

八
嶋
　
弘
幸
様（累

計
金
壱
拾
万
円
）

匿
名
　
　
四
名

◇
金
六
万
円

巻
田
　
悦
郎
様（

累
計
金
八
万
円
）

匿
名
　
　
一
名

◇
金
五
万
円

榎
本
　
一
之
様

小
山
　
　
望
様（

累
計
金
七
万
円
）

恩
田
　
邦
藏
様（累

計
金
壱
拾
万
円
）

衣
笠
　
秀
行
様

清
水
　
　
大
様（累

計
金
壱
拾
万
円
）

清
水
　
　
眞
様（累

計
金
壱
拾
万
円
）

爲
我
井
哲
夫
様（累

計
金
弐
拾
万
円
）

平
沼
　
　
威
様

福
田
　
幸
夫
様

穂
積
　
信
道
様

牧
　
　
高
司
様

（
累
計
金
壱
拾
五
万
円
）

宮
川
　
良
男
様

（
累
計
金
壱
拾
四
万
円
）

矢
原
　
　
淳
様（累

計
金
壱
拾
万
円
）

渡
辺
　
幸
人
様

（
累
計
金
壱
拾
五
万
円
）

匿
名
　
　
七
名

◇
金
四
万
円

加
納
　
　
誠
様

（
累
計
金
壱
拾
七
万
円
）

清
原
　
修
二
様（

累
計
金
五
万
円
）

田
中
　
澄
男
様（累

計
金
壱
拾
万
円
）

宮
本
　
岩
男
様

（
累
計
金
六
万
参
千
円
）

柳
田
　
昌
宏
様（

累
計
金
六
万
円
）

◇
金
参
万
九
千
円

白
石
　
幸
英
様（

累
計
金
九
万
円
）

◇
金
参
万
弐
千
円

三
田
井
陸
郎
様

（
累
計
金
九
万
六
千
円
）

◇
金
参
万
円

菅
井
　
　
繁
様（

累
計
金
七
万
円
）

竹
村
　
哲
雄
様（

累
計
金
八
万
円
）

本
山
　
好
幸
様（

累
計
金
八
万
円
）

矢
島
　
博
文
様（

累
計
金
八
万
円
）

山
下
　
　
正
様

（
累
計
金
五
拾
七
万
円
）

吉
留
　
通
紀
様（

累
計
金
六
万
円
）

匿
名
　
　
一
名

◇
金
弐
万
五
千
円

岩
崎
　
　
等
様

茅
壁
　
猛
幸
様

久
保
寺
勝
彦
様

◇
金
弐
万
壱
千
円

臼
井
恵
美
子
様（

累
計
金
五
万
円
）

◇
金
弐
万
円

石
渡
恵
美
子
様

菊
地
　
　
正
様

◇
金
壱
万
九
千
円

赤
澤
　
豊
信
様

（
累
計
金
弐
万
五
千
円
）

b
橋
　
正
一
様

（
累
計
金
弐
万
五
千
円
）

◇
金
壱
万
円

沖
田
　
武
光
様

河
村
　
　
洋
様（

累
計
金
参
万
円
）

眞
田
　
克
典
様

松
田
　
　
大
様（

累
計
金
弐
万
円
）

桃
沢
　
信
幸
様

匿
名
　
　
五
名

◇
金
七
千
円

天
沼
　
秀
夫
様

◇
金
六
千
円

伊
藤
　
享
子
様（

累
計
金
壱
万
円
）

匿
名
　
　
一
名

◇
金
五
千
円

上
田
　
昌
毅
様

中
村
　
一
夫
様

【
法
人
】

◇
金
六
百
万
円

大
塚
製
薬
株
式
会
社
様

◇
金
参
百
万
円

株
式
会
社
柿
本
商
会
様

◇
金
弐
百
五
拾
万
円

大
和
理
研
株
式
会
社
様

◇
金
壱
百
万
円

株
式
会
社
ア
ー
ト
様

栄
研
化
学
株
式
会
社
様

株
式
会
社
オ
カ
ヤ
様

株
式
会
社
シ
ー
マ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
様

株
式
会
社
ダ
ル
ト
ン
様

富
士
商
株
式
会
社
様

◇
金
五
拾
万
円

ア
ル
プ
ス
電
気
株
式
会
社
様

三
友
プ
ラ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
様

セ
ー
レ
ン
株
式
会
社
様

医
療
法
人
ゆ
り
の
き
医
院
様

◇
金
弐
拾
五
万
円

梶
原
電
工
株
式
会
社
様

◇
金
弐
拾
万
円

ネ
ッ
ト
ワ
ン
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社
様

株
式
会
社
北
海
道
ダ
イ
ケ
ン
様

山
崎
電
気
商
会
株
式
会
社
様

◇
金
壱
拾
万
円

株
式
会
社
石
井
工
務
店
様

有
限
会
社
Ｍ
Ｏ
Ｔ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
様

ジ
ー
エ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
株
式
会
社
様

シ
チ
ズ
ン
時
計
株
式
会
社
様

精
和
産
業
株
式
会
社
様

千
葉
リ
コ
ー
株
式
会
社
様

浜
松
ホ
ト
ニ
ク
ス
株
式
会
社
様

◇
金
五
万
円

高
山
理
化
精
機
株
式
会
社
様

◇
金
壱
万
円

株
式
会
社
ア
ベ
科
学
様

【
団
体
】

◇
金
参
拾
参
万
円

大
林
野
神
会
（
大
林
組
・
東
京
理

科
大
学
同
窓
会
）
様

神
前
　
佳
秀
様

佐
藤
　
美
晴
様

松
田
　
典
則
様

菊
地
　
利
武
様

太
田
　
道
廣
様

辻
江
　
裕
行
様

渡
辺
　
一
男
様

浜
口
　
健
志
様

堤
　
　
政
雄
様

加
藤
　
恵
造
様

佐
藤
　
敏
夫
様

田
中
　
葉
子
様

藪
内
　
雄
治
様

菅
野
　
　
賢
様

炭
田
　
光
輝
様

津
島
　
恭
男
様

駒
形
　
謙
一
様

国
島
　
敏
敬
様

広
瀬
浩
一
郎
様

水
谷
　
賢
治
様

末
村
　
一
史
様

田
中
　
芳
治
様

鈴
木
　
省
吾
様

加
藤
　
　
浩
様

田
中
　
雅
人
様

南
　
浩
一
郎
様

土
居
　
義
昌
様

田
子
　
省
三
様

横
田
　
知
生
様

佐
藤
　
　
立
様

平
田
　
隆
祥
様

都
築
　
良
典
様

黒
須
　
隆
雄
様

貫
井
　
正
憲
様

虎
谷
　
伸
幸
様

和
島
　
茂
紀
様

加
藤
　
賢
一
様

福
田
　
一
成
様

高
橋
晃
一
郎
様

平
柳
　
　
哲
様

福
田
　
裕
行
様

花
上
　
英
之
様

村
岡
　
　
宏
様

諏
訪
　
　
仁
様

橋
本
　
　
学
様

御
舩
　
杏
里
様

竹
内
　
裕
子
様

小
坂
　
準
一
様

富
岡
　
美
樹
様

青
木
　
大
輔
様

斉
藤
　
裕
彦
様

五
井
　
大
志
様

奥
田
　
章
子
様

川
辺
　
浩
史
様

大
家
　
摂
子
様

萩
原
　
嘉
織
様

森
　
　
英
樹
様

佐
々
木
憲
明
様

前
田
　
美
昭
様

小
関
　
由
明
様

吉
橋
　
秀
和
様

岩
田
　
大
介
様

小
木
曽
有
高
様

島
田
　
敏
行
様

小
熊
　
国
俊
様

山
村
　
泰
三
様

伊
平
　
和
泉
様

柳
内
　
伸
介
様

吉
井
　
　
潔
様

野
坂
　
芳
夫
様

金
光
　
真
嗣
様

伊
藤
　
一
隆
様

石
井
　
芳
野
様

新
井
　
大
輔
様

家
村
　
隆
志
様

鶴
巻
　
崇
一
様

佐
藤
　
武
知
様

八
幡
　
洋
平
様

高
瀬
　
和
彦
様

◇
金
参
拾
万
円

八
千
代
会
（
昭
和
32
年
理
学
部
化

学
科
卒
業
生
会
）
様

馬
場
　
英
治
様

内
田
　
　
勲
様

三
田
　
茂
延
様

山
内
　
　
豪
様

他
　
有
志
一
同

◇
金
弐
拾
壱
万
円

理
窓
亀
の
子
会
様

小
池
　
茂
年
様

松
野
　
　
直
様

加
納
　
　
誠
様

◇
金
壱
拾
万
円

国
際
武
道
学
会
（
前
理
事
長
　
高

橋
華
王
（
故
人
））
様

東
京
理
科
大
学
　
一
部
文
化
会
英

語
研
究
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
様

井
上
　
　
晋
様

青
木
　
秀
一
様

安
藤
　
玲
子
様

池
田
　
静
男
様

池
田
　
信
行
様

大
谷
　
南
郎
様

岡
崎
　
　
誠
様

輿
水
美
智
子
様

草
間
　
郁
夫
様

後
藤
　
　
隆
様

小
林
　
正
樹
様

近
藤
　
　
明
様

佐
藤
　
直
孝
様

島
田
　
幸
保
様

瀧
　
　
章
人
様

多
田
　
英
次
様

立
石
　
恒
夫
様

谷
村
　
淳
一
様

中
沢
　
　
岳
様

長
沼
　
　
稔
様

長
野
　
泰
孝
様

西
川
　
泰
亮
様

畑
　
徳
一
郎
様

秦
野
　
主
計
様

福
田
　
　
誠
様

藤
井
　
　
徹
様

堀
田
　
　
賢
様

巻
島
　
良
明
様

村
中
　
理
恵
様

山
中
　
健
也
様

若
林
　
　
勇
様

海
村
　
静
也
様

目
黒
　
　
博
様

小
松
か
お
る
様

佐
々
木
重
彦
様

日
下
部
和
子
様

小
幡
美
恵
子
様

金
川
　
貴
一
様

◇
金
六
万
円

理
窓
光
学
会
様

◇
金
参
万
壱
千
円

理
窓
会
茨
城
県
支
部
様

平
田
　
増
三
様

沼
尻
美
津
子
様

小
山
　
幸
子
様

梅
田
　
祐
敬
様

梅
田
　
祐
紀
様

根
岸
　
章
浩
様

柴
　
　
剛
勇
様

関
口
宇
一
郎
様

吉
田
　
正
敏
様

〇
入
金
額

﹇
個
人
﹈

六
千
五
百
四
拾
九
万

四
千
八
百
四
拾
円

（
三
百
十
六
名
）

﹇
法
人
﹈
弐
千
壱
百
壱
拾
壱
万
円

（
二
十
六
社
）

﹇
団
体
﹈
壱
百
壱
拾
参
万
壱
千
円

（
七
団
体
）

〇
寄
付
総
額

（
二
〇
〇
三
年
十
一
月
一
日
〜
二

〇
〇
五
年
一
月
三
十
一
日
）

﹇
個
人
﹈

弐
億
四
千
四
百
八
拾

壱
万
八
百
四
拾
円

（
千
三
百
十
一
名
）

﹇
法
人
﹈
六
千
九
百
八
拾
五
万
円

（
六
十
三
社
）

﹇
団
体
﹈
壱
百
四
拾
九
万
九
千
円

（
十
一
団
体
）

◇
金
参
拾
万
円

柿
本
　
自
如
様

黒
崎
　
弘
康
様（累

計
金
六
拾
万
円
）

◇
金
弐
拾
五
万
円

大
橋
　
幹
雄
様

◇
金
弐
拾
万
円

酒
井
　
陽
太
様（累

計
金
五
拾
万
円
）

田
中
　
　
忍
様

増
田
　
重
衛
様

武
藤
　
　
廣
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
壱
拾
弐
万
五
千
円

岡
本
　
公
爾
様

◇
金
壱
拾
万
円

秋
山
　
忠
司
様

（
累
計
金
壱
拾
五
万
円
）

阿
部
　
治
男
様

荒
川
　
　
進
様

石
井
　
一
生
様

石
井
　
行
弘
様

石
川
　
弘
之
様

石
崎
寛
治
郎
様

井
上
　
吉
靖
様（累

計
金
弐
拾
万
円
）

岩
垂
　
正
矩
様

雅
楽
　
隆
伸
様

岡
野
　
敬
徳
様

金
子
雄
一
郎
様

岸
　
　
佳
孝
様

葛
田
　
正
雄
様（累

計
金
六
拾
万
円
）

小
沼
　
　
稔
様

坂
井
　
昭
男
様

澤
田
　
　
静
様

柴
田
　
　
努
様

鈴
木
八
千
代
様

外
丸
　
勝
彦
様

高
橋
　
竹
治
様

角
田
　
智
良
様

友
野
　
　
信
様

野
口
　
令
子
様

長
谷
川
智
哉
様

■
田
　
　
堯
様

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
　

寄
付
者
芳
名
 

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
　

寄
付
者
芳
名
 

「
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
募
金
」
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

ご
寄
付
を
た
ま
わ
っ
た
方
々
の
ご
芳
名
を
掲
載
し
ま
す
。
今
回

は
、
二
〇
〇
四
年
十
一
月
一
日
〜
二
〇
〇
五
年
一
月
三
十
一
日
ま

で
に
お
振
込
み
い
た
だ
い
た
分
で
す
。

ご
芳
名
は
区
分
別
・
金
額
別
・
五
十
音
順
で
す
が
、
区
分
で
重

複
す
る
方
は
い
ず
れ
か
一
つ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
京
理
科
大
学
周
年
募
金
事
務
室
　
℡
〇
三
・
五
二
二

八
・
八
七
二
三
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
・
三
二
六
〇
・
四
三
六
三

＊e-m
ail：
125shunen@

adm
in.tus.ac.jp

＊U
R
L
:http://w

w
w
.tus.ac.jp/125/

問い合わせ先

④ 

産
・
学
・
官
　

連
携
と
知
財
の
ひ
ろ
ば 

産
・
学
・
官
　

連
携
と
知
財
の
ひ
ろ
ば 

特
別
講
演
会 

発
光
ダ
イ
オ
ー
ド 

「
青
の
奇
跡
」に
学
ぶ 

〝青の奇跡〟について講演する中村教授

私
大
学
術
研
究
高
度
化
推
進
事
業
に 

本
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
３
件 

今年度 

科
学
技
術
交
流
セ
ン
タ
ー

（
Ｔ
Ｌ
Ｏ
）
と
理
窓
博
士
会
は
、

三
月
十
八
日
に
研
究
社
ビ
ル
講

堂
で
特
別
講
演
会
を
開
催
し

た
。
講
師
に
は
、
本
学
大
川
和

宏
助
教
授
（
理
学
部
応
用
物
理

学
科
）
、
小
山
稔
氏
（
日
亜
化

学
㈱
元
常
務
取
締
役
）
、
中
村

修
二
氏
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
校
教
授
・

本
法
人
特
別
顧
問
）
の
三
氏
を

迎
え
た
。

講
演
は
▽
大
川
和
宏
助
教
授

「
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
の
基

礎
と
そ
の
将
来
」
▽
小
山
稔
氏

「
小
さ
な
企
業
の
大
き
な
挑
戦
」

と
「
そ
の
波
及
効
果
」
▽
中
村

修
二
氏
「
青
色
へ
の
挑
戦
」。

中
村
教
授
と
大
川
助
教
授

は
、
独
立
行
政
法
人
科
学
技
術

振
興
機
構
の
創
造
科
学
技
術
推

進
事
業
（
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
の

「
中
村
不
均
一
結
晶
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
共
同
研
究
者
で
あ
り
、

中
村
教
授
の
来
日
に
合
わ
せ
て

今
回
の
講
演
会
が
実
現
し
た
。

本
講
演
会
で
は
、
二
十
世
紀
中

は
開
発
不
可
能
と
さ
れ
て
い
た

「
青
の
奇
跡
」
で
知
ら
れ
る
青

色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
の
開
発
者

の
体
験
と
こ
れ
か
ら
起
こ
る
光

革
命
の
波
及
効
果
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
は
「
も
の
づ
く
り
の
現

場
」
に
求
め
ら
れ
る
技
術
者
像

と
、
技
術
革
新
に
お
け
る
「
知

的
財
産
戦
略
」
の
重
要
性
に
つ

文
部
科
学
省
の
平
成
十
七
年

度
私
立
大
学
学
術
研
究
高
度
化

推
進
事
業
に
、
本
学
か
ら
次
の

三
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
選
定

さ
れ
た
。「
私
立
大
学
学
術
研

究
高
度
化
推
進
事
業
」
は
、
わ

が
国
の
高
等
教
育
機
関
の
大
部

分
を
占
め
る
私
立
大
学
等
に
お

け
る
研
究
基
盤
の
整
備
及
び
研

い
て
も
提
言
が
あ
っ
た
。

当
日
は
、
本
学
教
職
員
、
学

生
を
中
心
に
約
二
百
人
が
参
加

し
、
三
氏
の
熱
の
こ
も
っ
た
講

演
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
Ｔ
Ｌ

Ｏ
と
知
的
財
産
本
部
は
、
本
年

究
機
能
の
高
度
化
を
図
る
た

め
、
重
点
的
か
つ
総
合
的
な
支

援
を
行
う
制
度
で
あ
る
。

◆
ハ
イ
テ
ク
・
リ
サ
ー
チ
・

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

▽
研
究

組
織
名
：
高
度
光
利
用
グ
リ
ー

ン
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
▽

研
究
代
表
者
：
大
学
院
理
学
研

究
科
教
授
・
中
井
泉
▽
プ
ロ
ジ

度
も
本
学
教
員
の
研
究
成
果
を

広
く
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
産

学
官
連
携
活
動
や
知
的
財
産
に

係
る
教
職
員
や
学
生
を
対
象
と

し
た
講
演
会
、
説
明
会
等
を
開

催
す
る
予
定
で
あ
る
。

ェ
ク
ト
名
称
：
①
光
環
境
解
析

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
②
太
陽
光
エ
ネ

ル
ギ
ー
変
換
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
③

光
応
答
物
質
創
製
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
◆
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進

事
業

▽
研
究
組
織
名
：
計
算

科
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
セ
ン

タ
ー
▽
研
究
代
表
者
：
理
工
学

部
教
授
・
河
村
洋
▽
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
名
称
：
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
計
算
科
学

の
新
展
開

◆
社
会
連
携
研
究
推
進
事
業

▽
研
究
組
織
名
：
大
学
院
工
学

研
究
科
▽
研
究
代
表
者
：
大
学

院
工
学
研
究
科
助
教
授
・
小
林

宏
▽
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
称
：
マ

ッ
ス
ル
ス
ー
ツ
®
の
実
用
化
開

発
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●
”中
間

“
の
時
代

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
五

月
、
同
窓
会
が
経
営
す
る
財
団

法
人
東
京
物
理
学
校
が
設
立
さ

れ
た
。
大
正
六
年
三
月
、
専
門

学
校
令
に
よ
る
設
置
の
認
可
が

行
わ
れ
、
専
門
学
校
・
東
京
物

理
学
校
が
誕
生
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
卒
業
生
は
中
等
教
員
無

試
験
検
定
を
受
け
る
資
格
を
も

得
た
。
こ
の
状
態
は
第
二
次
世

界
大
戦
後
、
本
校
が
大
学
と
な

る
ま
で
続
く
こ
と
に
な
る
。

物
理
学
校
の
授
業
は
主
と
し

て
夜
間
に
行
わ
れ
た
が
、
年
を

追
っ
て
入
学
志
望
者
が
増
加
し

た
た
め
、
大
正
十
二
年
四
月
か

ら
は
従
来
の
夜
間
部
に
加
え
て

昼
間
部
を
設
置
し
二
部
制
と
な

っ
た
。”中

間
“
の
時
代
と
も
言
わ

れ
る
大
正
時
代
。
第
一
次
世
界

大
戦
や
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て

日
本
の
産
業
と
人
々
の
生
活
が

大
き
く
変
わ
り
、
明
治
時
代
の

雰
囲
気
が
消
え
、
大
正
十
五
年

（
一
九
二
六
）
十
二
月
二
十
五

日
、
元
号
は
昭
和
と
変
わ
っ
た
。

昭
和
初
期
は
本
学
発
展
の
基

礎
の
時
代
と
な
る
。
同
窓
会
会

報
（
現
在
の
「
理
窓
」）
の
発

行
、
本
学
編
纂
の
教
科
書
な
ど

様
々
な
方
策
が
考
え
ら
れ
、
そ

の
一
つ
が
「
寺
尾
文
庫
」
で
あ

る
。
初
代
校
長
と
し
て
そ
の
功

績
が
特
に
顕
著
だ
っ
た
寺
尾
寿

先
生
を
顕
彰
す
る
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
「
寺
尾
文
庫
」
を

設
置
し
、
こ
れ
が
今
日
の
東
京

理
科
大
学
図
書
館
の
前
身
と
な

る
。
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）

に
は
閑
院
宮
殿
下
の
臨
席
を
仰

い
で
五
十
周
年
記
念
式
典
が
行

わ
れ
、
五
十
年
小
史
も
作
ら
れ

た
。「
寺
尾
文
庫
」
は
現
在
、

近
代
科
学
資
料
館
に
収
め
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
偉
業
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
。

●
科
学
振
興
の
波

昭
和
七
、
八
年
ご
ろ
か
ら
日

本
は
科
学
振
興
の
声
が
高
ま
り
、

社
会
で
は
理
化
学
を
修
め
た
人

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

本
学
創
立
の
趣
旨
は
日
本
の
理

学
の
普
及
に
あ
り
、
そ
れ
ま
で

は
理
数
科
の
教
員
の
養
成
に
努

力
し
た
が
、
時
代
の
変
化
と
と

も
に
広
く
産
業
界
に
も
人
材
を

送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
。
本
校
の
教

育
方
針
、
経
営

方
針
は
大
き
く

発
展
す
る
こ
と

に
な
る
。
基
礎

理
学
に
加
え
応

用
理
学
の
教
育

が
始
め
ら
れ
、

昭
和
十
年
、
応

用
理
化
学
科
が
設
置
さ
れ
た
。

昭
和
十
二
年
に
は
鉄
筋
四
階

建
の
新
校
舎
が
新
築
さ
れ
、
同

年
に
は
校
旗
・
校
章
が
、
昭
和

十
五
年
に
は
校
歌
も
制
定
さ
れ

た
。校

章
は
「
物
は
牛
を
以
っ
て

代
表
す
」
と
い
う
字
の
源
よ
り

「
牛
」
の
象
形
文
字
を
も
っ
て

「
物
」
の
字
を
表
し
、
こ
れ
に

「
理
」
の
字
を
配
し
て
「
物
理
」

の
字
義
を
象
徴
し
た
。
校
旗
は
、

地
色
の
上
半
分
を
淡
藍
色
、
下

半
分
を
赤
紫
色
と
し
て
「
天
と

地
」
を
表
し
た
。
こ
の
当
時
の

校
旗
は
現
在
、
近
代
科
学
資
料

館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

●
戦
雲
急
…
敗
戦

昭
和
十
年
代
も
な
か
ば
ご
ろ

に
な
る
と
、
世
の
中
は
し
だ
い

に
緊
張
の
度
を
増
し
て
く
る
。

昭
和
十
六
年
（
一
九
四

一
）、
太
平
洋
戦
争
に

突
入
し
戦
況
は
激
し
さ

を
増
す
。
教
員
の
中
か

ら
も
兵
役
に
召
集
さ
れ

る
も
の
が
出
る
よ
う
に

な
り
、
修
業
年
限
も
二

年
半
に
短
縮
さ
れ
る
な

ど
、
教
育
が
十
分
に
行

え
な
い
情
勢
と
な
る
。

し
か
し
、
物
理
学
校
は

万
難
を
排
し
て
授
業
を

続
行
す
る
努
力
を
し

た
。
こ
う
し
た
時
代
に

あ
っ
て
も
、
本
学
が
教

育
を
行
う
こ
と
に
全
力
を
尽
く

し
た
当
時
の
模
様
は
、
作
家
・

水
上
勉
氏
の
歌
に
よ
く
表
さ
れ

て
い
る
。

「
勤
め
終
え
て
市
ヶ
谷
土
手

を
帰
り
く
れ
ば
　
物
理
学
校
に

燈
は
と
も
り
た
り
」（
講
談

社
・
昭
和
万
葉
集
巻
６
よ
り
）

昭
和
二
十
年
に
は
国
の
命
に

よ
り
無
試
験
入
学
制
度
が
廃
止

さ
れ
、
入
学
試
験
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
、
志
願
者
全
員
が

入
学
で
き
る
制
度
が
な
く
な

る
。
ま
た
、
昭
和
二
十
年
に
は

神
楽
坂
一
帯
が
戦
災
を
受
け
た

が
、
本
学
は
学
生
、
教
職
員
の

懸
命
な
努
力
に
よ
り
罹
災
を
免

れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

戦
後
、
教
育
制
度
の
変
化
と

と
も
に
本
学
も
大
き
く
変
わ

る
。
専
門
学
校
と
し
て
の
東
京

物
理
学
校
は
早
晩
廃
止
の
運
命

に
あ
る
も
の
の
、
学
校
関
係
者

は
一
丸
と
な
っ
て
、
生
き
て
い

る
限
り
は
最
善
を
尽
く
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
自
覚
す
る
。

そ
れ
と
と
も
に
、
新
し
い
大
学

に
移
る
べ
き
準
備
も
必
要
で
あ

る
。
本
学
は
、
教
育
の
立
て
直

し
と
と
も
に
校
舎
拡
張
の
努
力

を
始
め
る
こ
と
に
な
る
。

（『
東
京
理
科
大
学
百
年
史
』

『
東
京
理
科
大
学
百
年
略
史
』

『
東
京
理
科
大
学
八
十
年
略
誌
』

よ
り
抜
粋
・
加
筆
）

＊
次
号
は
東
京
理
科
大
学
の

創
立

豆知識 

昭和12年に制定された校旗

動乱期を乗り越えて 動乱期を乗り越えて 

昭和12年竣工した神楽坂校舎の空中写真

戦乱、学園に波及…富士裾野で野外教練＝昭和17年

創造性と人間性を豊かに…と祝辞を述べる塚本桓世理事長

式
場
を
埋
め
た
新
入
生
と
父
母
た
ち
。

手
前
は
本
学
管
弦
楽
団

式
場
へ
の
道
筋
は
ど
こ
も
サ
ク
ラ
、
サ
ク
ラ
…

平成17年度　入学式 

希望を胸に長万部へ…空港に向かうバス　→

入学式場の日本武道館前

← 式場近く、改修工事が始まった
九段の新校舎にも祝入学の垂れ幕
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平
成
十
六
年
度
の
就
職
状
況

は
、
景
気
回
復
の
兆
し
に
伴
う

求
人
増
を
反
映
し
雇
用
情
勢
は

順
調
に
推
移
し
て
い
る
が
、
就

定
率
は
九
七
・
二
％
（
三
月
十

九
日
現
在
）
と
な
っ
て
い
る
。

職
環
境
の
基
調
は
相
変
わ
ら
ず

厳
し
さ
が
続
い
て
い
る
。
企
業

は
中
長
期
的
発
展
の
た
め
に
個

別
に
能
力
や
資
質
を
問
い
、
選

別
強
化
に
よ
る
コ
ア
人
材
を
厳

選
採
用
す
る
傾
向
に
変
化
は
無

か
っ
た
。

こ
の
様
な
状
況
下
、
就
職
内

平
成
十
六
年
度
の
学
位
記
・

修
了
証
書
授
与
式
が
、
卒
業
生

の
新
し
い
門
出
を
祝
う
か
の
よ

う
な
素
晴
ら
し
い
晴
天
と
な
っ

た
三
月
十
九
日
、
東
京
・
九
段

の
日
本
武
道
館
で
挙
行
さ
れ
、

四
千
九
百
九
十

七
人
の
卒
業
生

は
大
い
な
る
希

望
と
夢
を
抱
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
進
路
に
羽
ば

た
い
て
い
っ

た
。岡

村
学
長
か

ら
は
「
文
化
と

文
明
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
共

存
に
心
を
配
っ

て
い
た
だ
き
た

い
。
皆
さ
ん
ひ

と
り
ひ
と
り
の

中
に
、
二
十
一

世
紀
を
開
拓
す

る
に
ふ
さ
わ
し

い
新
し
い
科
学
技
術
観
を
育
て

て
ほ
し
い
」
と
い
う
期
待
と
希

望
が
述
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
「
社

会
や
科
学
技
術
の
一
大
転
換
期

に
直
面
し
て
い
る
時
に
あ
っ

て
、
ど
ん
な
困
難
の
中
で
も
明

日
へ
の
夢
と
希
望
を
捨
て
ず
、

し
な
や
か
に
、
し
か
も
た
く
ま

し
く
、
自
ら
の
生
き
る
道
を
求

め
て
ほ
し
い
」
と
い
う
式
辞
が

あ
っ
た
。

新
た
な
進
路
に
旅
立
つ
最
後

の
一
日
、
卒
業
生
は
そ
れ
ぞ
れ

証
書
を
授
与
さ
れ
た
後
、
恩
師

や
級
友
あ
る
い
は
ゼ
ミ
や
ク
ラ

ブ
の
仲
間
と
の
別
れ
を
惜
し
ん

だ
。
社
会
は
変
革
の
時
代
で
卒

業
生
の
行
く
手
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
試
練
も
予
想
さ
れ
る
が
、

「
実
力
主
義
」
の
教
育
を
受
け

継
い
だ
理
科
大
出
身
者
と
し

て
、
前
途
を
切
り
拓
い
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
願
う
一
日
で
あ
っ

た
。

こ
れ
は
、「
基
礎
学
力
と
と
も

に
高
度
な
専
門
教
育
を
充
分
身

に
付
け
、
堅
実
な
実
力
や
社
会

人
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
備
え

て
い
る
」
と
社
会
か
ら
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
現
れ
で

あ
る
。

教
員
採
用
状
況
は
、
団
塊
世

代
の
大
量
退
職
や
少
人
数
教
育

な
ど
に
よ
り
需
要
が
増
加
し
、

公
立
・
私
立
学
校
教
員
採
用
試

験
に
七
十
八
人
が
合
格
し
た
。

国
家
・
地
方
公
務
員
試
験
は
、

百
三
十
八
人
が
合
格
し
た
。

ま
た
、
大
学
院
修
士
課
程
に

千
六
百
六
十
七
人
（
昼
間
学
部

進
学
率
五
〇
・
二
％
）
が
進
学

し
て
い
る
。

就
職
課
で
は
、
多
様
な
素
質

を
磨
き
進
路
観
を
醸
成
し
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
に
、
キ

ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ

ー
、
公
務
員
・
教
員
ガ
イ
ダ
ン

ス
、
企
業
研
究
セ
ミ
ナ
ー
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
各
種
試
験

対
策
模
試
・
講
座
、
就
職
マ
ナ

ー
・
面
接
講
習
会
な
ど
様
々
な

キ
ャ
リ
ア
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
て
い
る
。
学
生
の
皆
さ

ん
は
、
積
極
的
に
参
加
願
い
た

い
。
ま
た
、
就
職
活
動
に
お
け

る
悩
み
事
の
相
談
や
エ
ン
ト
リ

ー
シ
ー
ト
・
履
歴
書
の
添
削
な

ど
も
受
け
付
け
て
い
る
の
で
、

気
楽
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら
い
た

い
。

サクラよりひと足早く笑顔満開の卒業生たち

しなやかに、たくましく 
平成16年度学位記・修了証書授与式 

平成１６年度卒業・修了生数一覧 平成１７年 
３月１９日 （ ） 

学部 学　　科 

学　部　合　計 

卒業 
生数 

研究科 専　　攻 

研　究　科　合　計 

博士 
修士 

課程 

専　　攻 専攻科 

専　攻　科　合　計 

修了生数 

数 学 科  
物 理 学 科  
化 学 科  
応 用 数 学 科  
応用物理学科 
応 用 化 学 科  

計 
数 学 科  
物 理 学 科  
化 学 科  

計 
建 築 学 科  
工 業 化 学 科  
電 気 工 学 科  
経 営 工 学 科  
機 械 工 学 科  

計 
建 築 学 科  
電 気 工 学 科  
経 営 工 学 科  

計 
薬 学 科  
製 薬 学 科  

計 
数 学 科  
物 理 学 科  
情 報 科 学 科  
応用生物科学科 
建 築 学 科  
工 業 化 学 科  
電 気 工 学 科  
経 営 工 学 科  
機 械 工 学 科  
土 木 工 学 科  

計 
電子応用工学科 
材 料 工 学 科  
生 物 工 学 科  

計 
経 営 学 科  

計 

95 
111 
105 
90 
105 
132 
638 
159 
137 
183 
479 
100 
125 
97 
99 
89 
510 
85 
67 
64 
216 
83 
95 
178 
108 
119 
101 
89 
132 
150 
161 
128 
138 
103 
1,229 
※  104 
99 
88 

※  291 
265 
265 

※3,806

理
　
　
一 

理
　

二 

薬
学 

工
　

二 

経
営 

基
礎
工 

理
　
　
　
　
工 

工
　
一 

数 学 専 攻  
物 理 学 専 攻  
化 学 専 攻  
理 数 教 育 専 攻  

計 
建 築 学 専 攻  
工 業 化 学 専 攻  
電 気 工 学 専 攻  
経 営 工 学 専 攻  
機 械 工 学 専 攻  

計 
薬 学 専 攻  

計 
数 学 専 攻  
物 理 学 専 攻  
情 報 科 学 専 攻  
応用生物科学専攻 
建 築 学 専 攻  
工 業 化 学 専 攻  
電 気 工 学 専 攻  
経 営 工 学 専 攻  
機 械 工 学 専 攻  
土 木 工 学 専 攻  

計 
電子応用工学専攻 
材 料 工 学 専 攻  
生 物 工 学 専 攻  

計 
生 命 科 学 専 攻  

計 
経 営 学 専 攻  

計 
総合科学技術経営専攻 

計 

1 
8 
3 
－ 
12 
0 
1 
0 
2 
1 
4 
3 
3 
0 
0 
0 
9 
0 
4 
0 
0 
0 
2 
15 
1 
1 
4 
6 
3 
3 
－ 
－ 
－ 
－ 
43

31 
59 
107 
16 
213 
34 
46 
62 
28 
42 
212 
59 
59 
9 
34 
31 
61 
53 
82 
72 
38 
55 
18 
453 
53 

※   47 
51 

※ 151 
13 
13 
10 
10 
10 
10 

※1,121

理
　
研 

薬
研 

生
命
研
経
営
研 

総
合
科 

学
技
術 

経
営
研 

工
　
　
研 

理
　
　
工
　
　
研 

基
礎
工
研 

数 学 専 攻  理学専攻科 27 
27

学 部  
修 士  
博士（課程） 
専 攻 科  
大 学 合 計  

3,806 
1,121 
43 
27 

4,997※平成１６年９月３０日付卒業生、修了生含む。 
 

式
場
前
、
和
服
の
男
子
も

巣
立
ち
の
春
、
記
念
シ
ョ
ッ
ト

求人増、内定率97％ 求人増、内定率97％ 
平成16年度　就職概況 大学院へ 

進学50％ 

平成16年度主な就職内定先 （　）内は学部生の内数／ 
＊博士含む／（株）は省略 

学部・学科  
研究科・専攻 会　社　名 内定 

者数 

数
　
学 

理
研
・
理
数
教
育 

理
工
・
数
学 

理
・
数
学 

物
　
理 

理
工
・
物
理 

理
・
応
用
物
理 

理
・
物
理 

薬
　
学 

薬
・
製
薬 

薬
・
薬
学 

生
　
物 

生
命
研
・
生
命
科
学 

基
礎
工
・
生
物
工
学 

理
工
・
応
用
生
物
科
学 

 

化
　
学 

理
工
・
工
業
化
学 

工
・
工
業
化
学 

理
・
応
用
化
学 

理
・
化
学 

 

数
理
情
報 

理
・
数
理
情
報
科
学 

公立中学校・高等学校 
私立中学校・高等学校 
ソフトバンクＢＢ 
エンプラス 
日本総合研究所 
富士通アドバンストソリューションズ 
日立製作所 
アイネス 
インテック 
キヤノン 
東京三菱銀行 
日本銀行 
日本電気（NEC） 
公立中学校・高等学校 
アイ・ティ・フロンティア 
NEC通信システム 
日本システムディベロップメント 
伊藤忠テクノサイエンス 
厚生労働省 大阪労働局（労働基準監督官） 
東京都（都職員） 
日本興亜損害保険 
日立製作所 
YKK 
NTTデータ 
大日本印刷 
ローム 
沖電気工業 
オリンパス 
カシオ計算機 
ソニー ＊ 
日本郵政公社 
東日本電信電話（NTT東日本） 
ヒロセ電機 
村田製作所 
私立中学校・高等学校 
警視庁 
中外製薬 
エーザイ 
凸版印刷 
トヨタ自動車 
宇部興産 
大正製薬 
東レ 
松下電器産業 
旭化成 
味の素 
神奈川県　川崎市職員 
コニカミノルタ 
三共 
住友３Ｍ ＊ 
大日本インキ化学工業 
富士写真フイルム 
中外製薬 
総合メディカル 
エーザイ 
日本調剤 
神奈川県　川崎市職員 
三共 
ゼリア新薬工業 
大正製薬 
武田薬品工業 
田辺製薬 
東京都（都職員） 
ノバルティスファーマ 
持田製薬 
ヤクルト 
麒麟麦酒（キリンビール） 
鐘淵化学工業 
塩野義製薬 
日本化薬 
バイオマトリックス研究所 ＊ 
森永乳業 
ロッテ 
伊藤園 
花王 
カゴメ 
大鵬薬品工業 
文部科学省 

32（28） 
13（9） 
6（5） 
3（1） 
3（1） 
3（3） 
2（1） 
1（1） 
1（1） 
1（1） 
1（1） 
1（1） 
1（1） 
3（3） 
2（2） 
2（2）
2（2） 
1（1） 
1（1） 
1（1） 
1（1） 
1（1） 
1（1） 
3（1） 
3（0） 
3（0） 
2（0） 
2（1） 
2（1） 
2（0） 
2（2）
2（1） 
2（0） 
2（1） 
2（2） 
5（4） 
5（3） 
4（1） 
4（0） 
4（1） 
3（0） 
3（0） 
3（1） 
3（0） 
2（0） 
2（1） 
2（1） 
2（0） 
2（2） 
2（0） 
2（0） 
2（0） 
6（2） 
5（5） 
4（3） 
3（3） 
2（2） 
2（1） 
2（1） 
2（1） 
2（1） 
2（0） 
2（0） 
2（1） 
2（1） 
2（1） 
4（0） 
2（0） 
2（0） 
2（0） 
2（0） 
2（1） 
2（2） 
1（0） 
1（0） 
1（0） 
1（0） 
1（0） 

建
築
・
土
木 

理
工
・
土
木 

理
工
・
建
築 

工
・
建
築 

電
気
・
電
子 

基
礎
工
・
電
子
応
用 

理
工
・
電
気
電
子
情
報 

工
・
電
気 

経
営
工
学 

理
工
・
経
営
工
学 

工
・
経
営
工
学 

機
　
械 

理
工
・
機
械 

工
・
機
械 

情
報
科
学 

理
工
・
情
報
科
学 

材
　
料 

基
礎
工
・
材
料 

経
　
営 

経
営
・
経
営 

積水ハウス 
清水建設 
大林組 
鹿島建設 
埼玉県　さいたま市職員 
大和ハウス工業 
東京都（都職員） 
戸田建設 
東日本旅客鉄道（JR東日本） 
大林組 
北野建設 
大成建設 
竹中工務店 
奥村組 
神奈川県（県職員） 
鉄建建設 
前田建設工業 
国土交通省 
三菱電機 
キヤノン 
トヨタ自動車 
ソニー 
東京電力 
本田技研工業 
三洋電機 
日本電気（NEC） 
三菱重工業 
デンソー 
豊田自動織機 
日本電産 
パイオニア 
日立製作所 
富士通 
シャープ 
日産自動車 
東日本旅客鉄道（JR東日本） 
松下電器産業 
NTTドコモ 
特許庁 
日立製作所 
日本電気（NEC） 
NTTデータ 
富士ゼロックス 
NTTコミュニケーションズ 
KDDI 
新日鉄ソリューションズ 
セコム 
大和総研 
日本IBM 
日本総合研究所 
日本通運 
東日本電信電話（NTT東日本） 
日立ソフトウェアエンジニアリング 
アクセンチュア 
トヨタ自動車 
日産自動車 
三菱重工業 
キヤノン 
富士ゼロックス 
ブリヂストン 
本田技研工業 
オリンパス 
日立製作所 
三洋電機 
スズキ 
住友重機械工業 
豊田自動織機 
富士重工業 
マツダ 
三菱電機 
ヤマハ発動機 
リコー 
東日本旅客鉄道（JR東日本） 
防衛庁 
日本電気（NEC） 
NECソフト 
アルファシステムズ 
NTTコミュニケーションズ 
NTTコムウェア 
NTTデータ 
西日本電信電話（NTT西日本） 
日立情報システムズ 
みずほフィナンシャルグループ 
トヨタ自動車 
イナックストステム 
シャープ 
凸版印刷 
三菱製鋼 
旭化成 
キヤノン 
九州旅客鉄道（JR九州） 
住友金属鉱山 
東海旅客鉄道（JR東海） 
東芝セラミックス 
東陶機器（TOTO） 
日立化成工業 
ソフトバンクBB 
東京三菱銀行 
国税庁　東京国税局 
国民生活金融公庫 
東京海上日動火災保険 
日本生命保険 
みずほインベスターズ証券 
アクセンチュア 
SMBCフレンド証券 
NTTドコモ 
カネボウ 
キューピー 
全日本空輸（ANA） 
電通 
東日本旅客鉄道（JR東日本） 
富士通 

6（4） 
5（0） 
4（1） 
4（0） 
4（2） 
4（4） 
4（2） 
4（3） 
4（2） 
3（1） 
3（3） 
3（1） 
3（2） 
2（1） 
2（2） 
2（1） 
2（2） 
1（0） 
9（3） 
8（1） 
7（1） 
6（1） 
6（1） 
6（2） 
5（1） 
5（0） 
5（0） 
4（1） 
4（1） 
4（3） 
4（4） 
4（0） 
4（0） 
3（1） 
3（1） 
3（1） 
3（0） 
2（0） 
2（1） 
6（1） 
5（3） 
4（3） 
3（2） 
2（2） 
2（1） 
2（1） 
2（2） 
2（2） 
2（0） 
2（2） 
2（1） 
2（2） 
2（0） 
1（1） 
15（7） 
7（1） 
7（1） 
4（2） 
4（1） 
4（2） 
4（2） 
3（2） 
3（2） 
2（0） 
2（2） 
2（1） 
2（0） 
2（1） 
2（0） 
2（0） 
2（1） 
2（0） 
1（0） 
1（1） 
11（5） 
4（3） 
2（2） 
2（2） 
2（2） 
2（1） 
2（1） 
2（2） 
2（2） 
3（0） 
2（1） 
2（0） 
2（1） 
2（2） 
1（0） 
1（0） 
1（0） 
1（0） 
1（0） 
1（0） 
1（0） 
1（0） 
3（3） 
3（3） 
2（2） 
2（2） 
2（2） 
2（2） 
2（2） 
1（1） 
1（1） 
1（0） 
1（1） 
1（1） 
1（1） 
1（1） 
1（1） 
1（1） 

進
路
相
談
や
支
援

積
極
的
に
活
用
を
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難
関
を
突
破
さ
れ
自
分
の
希

望
を
満
た
し
、
入
学
さ
れ
た
新

入
生
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
若
い
力
は
、
今
後

ど
の
よ
う
な
困
難
が
待
ち
受
け

よ
う
と
も
必
ず
解
決
の
手
段
が

見
出
せ
る
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
産
業
社
会
は
歴
史
的

な
転
換
が
起
こ
り
、
工
業
社
会

か
ら
知
識
社
会
に
移
行
し
、
知

識
が
最
も
重
要
な
資
源
の
社
会

が
到
来
し
ま
し
た
。
知
識
創
造

の
担
い
手
は
個
人
で
あ
り
、
継

続
的
で
多
様
な
学
習
の
重
要
性

が
強
く
な
っ
て
、
生
涯
学
習
社

会
が
や
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
大
学
に
要
求
さ
れ
て

い
る
の
は
、
自
ら
考
え
判
断
し
、

意
思
決
定
を
行
う
人
材
が
非
常

に
重
要
と
な
る
時
代
が
到
来
し
、

自
立
型
人
材
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
は
、
大
学
に
お
い
て
、
こ

れ
か
ら
「
自
分
探
し
の
旅
」
を

続
け
ら
れ
る
新
入
生
の
皆
さ
ん

に
「
自
分
を
生
か
す
」
、「
自

分
ら
し
い
生
き
方
を
設
計
す

る
」
と
い
う
「
キ
ャ
リ
ア
開
発
」

等
の
授
業
を
通
し
て
、
自
分
自

身
の
人
生
経
験
を
活
か
し
な
が

ら
、
よ
り
良
い
学
び
方
、
働
き

方
、
暮
ら
し
方
、
生
き
方
を
探

究
し
、
実
現
し
て
い
く
「
自
ら

の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
描
け

る
」
こ
と
が
非
常
に
重
要
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

大
学
に
お
い
て
は
、
専
門
的

な
知
識
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

哲
学
的
な
思
考
や
人
間
観
を
深

め
る
教
養
教
育
（
哲
学
・
歴

史
・
文
学
・
芸
術
・
科
学
等
）

を
通
し
て
、
論
理
的
説
明
能
力

や
、
知
識
を
論
理
的
展
開
の
中

で
発
展
で
き
る
よ
う
に
訓
練
し

な
が
ら
、
問
題
解
決
能
力
や
課

題
発
見
能
力
の
形
成
を
身
に
付

け
る
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。
そ
れ
に
は
卒
業
時
ま
で
に
、

自
ら
課
題
を
発
見
、
考
え
、
行

動
が
出
来
る
よ
う
に
訓
練
し
、

得
意
分
野
を
持
ち
、
自
ら
動
機

付
け
が
出
来
（
人
生
観
、
社
会

認
識
を
持
つ
）
、
国
際
社
会
で

活
躍
で
き
る
力
を
絶
え
ず
蓄
積

す
る
よ
う
に
心
が
け
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

就
職
内
定
率
は
過
去
最
高
だ

っ
た
昨
年
の
九
七
・
二
％
を
、

さ
ら
に
上
回
る
九
八
・
五
％
を

達
成
し
た
。
学
部
卒
業
者
百
六

人
、
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者

七
人
に
対
し
て
、
本
学
に
寄
せ

ら
れ
た
求
人
企
業
総
数
は
千
三

百
十
四
社
で
あ
っ
た
。
公
共
職

業
安
定
所
の
十
二
月
有
効
求
人

倍
率
〇
・
八
三
倍
に
対
し
て
、

本
学
の
学
部
卒
業
者
へ
の
有
効

求
人
倍
率
は
八
・
〇
七
倍
で
あ

る
。
卒
業
生
か
ら
進
学
者
を
除

い
た
就
職
希
望
者
に
対
す
る
求

人
倍
率
は
一
五
・
八
三
倍
に
も

な
る
。
就
職
希
望
者
が
必
ず
登

録
す
る
就
職
情
報
会
社
が
運
営

す
る
各
サ
イ
ト
の
企
業
情
報
四

〜
五
千
件
ま
で
加
え
る
な
ら
、

財
産
と
し
て
の
情
報
量
は
、
す

で
に
充
分
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
重
要
な
の
は

厳
選
採
用
の
続
く
中
で
本
学
学

生
一
人
ひ
と
り
が
企
業
か
ら
選

ば
れ
る
こ
と
。
そ
し
て
自
ら
に

適
し
た
職
を
獲
得
す
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
採
用
内
定

を
獲
得
す
る
に
は
、
個
々
の
基

礎
学
力
の
ア
ッ
プ
を
図
り
、
社

会
で
求
め
ら
れ
て
い
る
能
力
を

付
加
し
て
い
く
こ
と
に
併
せ

て
、
学
生
自
身
が
自
己
を
正
し

く
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。

本
学
で
は
昨
年
度
、
一
、
二

年
生
を
対
象
と
し
て
「
進
路
に

つ
い
て
考
え
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

を
学
年
ご
と
に
年
四
回
実
施
し

た
も
の
を
、
今
年
度
か
ら
「
キ

ャ
リ
ア
開
発
Ⅰ
」（
両
学
科
一

年
、
選
択
１
単
位
）
と
し
て
引

き
継
い
で
開
始
し
た
。
二
年
次

の
「
キ
ャ
リ
ア
開
発
Ⅱ
」
を
経

て
、
働
く
た
め
の
準
備
を
行
う

「
職
業
教
育
」（
選
択
２
単
位
）

を
三
年
次
に
受
講
す
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
編
成
し
て
、
低
学
年

か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
行

う
。そ

の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
に

加
え
て
、
適
性
検
査
や
試
験
対

策
を
「
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
パ
ス
」

と
名
付
け
て
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
「
最
も
望
ま
し
い
職
業
選

択
を
支
援
す
る
専
門
家
」
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
Ｃ
Ｄ
Ａ
）

が
個
別
面
談
を
就
職
希
望
者
全

員
と
行
っ
て
お
り
、
よ
り
質
を

高
め
た
進
路
決
定
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

山
口
県
山
陽
小
野
田
市
の
広

報
誌
『
広
報
さ
ん
よ
う
お
の
だ
』

（
毎
月
一
日
発
行
）
の
「
理
大

つ
う
し
ん
」
コ
ー
ナ
ー
で
本
学

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら

も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.city.sanyo-

onoda.lg.jp/kouhou/m
nj

_kouhou.htm
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山
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東
京
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大
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山
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大
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大
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諏
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w
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.suw
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れ
る
。
受
講
で
き
る
授
業
は
大

学
毎
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
全
大
学
に
お

い
て
教
育
の
質
の
向
上
と
特
色

づ
く
り
に
役
立
つ
も
の
と
期
待

し
て
い
る
。
今
後
は
、
サ
ー
ク

ル
活
動
や
共
同
の
大
学
祭
、
合

同
の
教
員
研
修
な
ど
も
検
討
し

て
い
る
。

と
つ
の
成
果
で
あ
る
。

今
年
度
の
出
願
は
四
月
十
五

日
で
締
め
切
ら
れ
、
各
大
学
の

授
業
開
始
と
同
時
に
受
講
が
開

始
さ
れ
て
い
る
。
対
象
と
な
る

の
は
、
各
大
学
に
在
籍
す
る
学

部
学
生
の
二
年
次
以
上
の
学

生
。
互
換
で
き
る
単
位
数
は
最

大
六
十
単
位
ま
で
で
、
卒
業
に

必
要
な
単
位
と
し
て
も
認
め
ら

本
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

は
、
今
年
度
も
「
出
前
授
業
」

を
実
施
す
る
。
こ
れ
は
、
要
請

に
応
じ
て
本
学
の
教
員
が
、
出

向
い
て
あ
る
い
は
本
学
を
会
場

に
授
業
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

講
座
は
生
涯
学
習
向
け
に
構

成
し
て
お
り
、

一
般
教
養
か
ら

専
門
ま
で
十
四

分
野
百
八
十
三

講
座
を
開
講
す

る
。
内
容
や
レ

ベ
ル
に
合
わ

せ
、
対
象
を
小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
、
社
会
人
に
分
け
、

受
講
さ
れ
る
皆
様
の
要
望
に
沿

っ
た
講
座
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
四
月
に
は
、
新

し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
完
成

し
、
配
布
を
開
始
し
て
い
る
。

術
や
、
未
知
の
分
野
で
あ
っ
た

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
飛
躍

的
発
展
は
大
き
く
産
業
構
造
を

変
革
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
更
に
は
機
械
の
自
動
化
技

術
の
異
常
な
発
展
は
、
単
純
労

働
力
を
極
端
に
減
少
さ
せ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
蒸
気
機

関
の
発
明
に
端
を
発
し
た
産
業

革
命
が
生
み
出
し
た
現
在
の
資

本
主
義
の
あ
り
方
に
も
大
き
な

影
響
を
も
た
ら
す
よ
う
に
思
え

ま
す
。

今
は
、
近
代
工
業
社
会
か

ら
、
知
識
社
会
へ
と
転
換
し
つ

つ
あ
る
時
代
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
も
の
造
り
か
ら
、
知
識
造

り
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
折
に
は
、
従
来

よ
り
更
に
高
い
教
育
レ
ベ
ル
の

人
材
が
求
め
ら
れ
、
個
性
的
な

人
材
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

本
学
に
お
い
て
、
基
礎
学
力

新
入
生
諸
君
、
入
学
お
め
で

と
う
。
諸
君
は
め
で
た
く
本
学

の
第
四
期
生
と
し
て
入
学
さ
れ

た
の
で
あ
り
ま
す
。
諸
君
の
入

学
に
よ
っ
て
、
本
学
は
す
べ
て

の
学
年
に
学
生
が
在
籍
す
る
こ

と
に
な
り
、
完
成
年
度
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
学
は
、
他
学
に
類
を
見
な

い
、
経
営
と
工
学
の
融
合
教
育

と
い
う
高
邁
な
教
育
目
標
を
掲

げ
て
発
足
し
ま
し
た
が
、
明
年

に
は
第
一
期
生
が
い
よ
い
よ
社

会
に
旅
立
ち
、
こ
の
教
育
の
成

果
を
世
に
問
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
教
育
の
実
践
に
当
た

る
道
筋
は
、
き
わ
め
て
複
雑
な

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
各
教
員

は
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ

ッ
プ
メ
ン
ト
を
重
ね
、
更
に
高

い
教
育
効
果
を
目
指
し
て
い
ま

す
。科

学
技
術
の
発
展
は
目
を
見

張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
近

年
で
は
、
特
に
、
情
報
通
信
技

前
年
上
回
り
内
定
98
・
５
％ 

平
成
16
年
度
の
就
職
状
況 

平成17年度　入学式 平成17年度　入学式 

自らのキャリアデザインを 
描けるように 

自らのキャリアデザインを 
描けるように 
学長　土谷　敏雄 新入生諸君へ 

完成年度　スタート 完成年度　スタート 
新入生諸君へ 学長　重倉　祐光 

期
待
を
背
に
113
人
巣
立
ち 

平
成
16
年
度
　

学
位
記
授
与
式 

を
十
分
に
養
い
、
更
に
は
、
恵

ま
れ
た
自
然
の
中
で
、
多
く
の

友
人
を
作
り
、
ス
ポ
ー
ツ
で
体

を
鍛
え
る
な
ど
、
有
意
義
な
青

春
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

単
位
互
換
協
定
調
印
式
で
七
大
学
学
長

◇　協定大学と実施学部　◇ 
共通教育センター、システム工学部、 
経営情報学部 
高等教育システムセンター、人文学 
部、教育学部、経済学部、理学部、 
医学部、工学部、農学部、繊維学部 
人間学部 
看護学部 
産業社会学部、社会福祉学部 
歯学部 
総合経営学部 

茅野市 

長野市 
長野市 
上田市 
塩尻市 
松本市 

松本市 

諏訪東京理科大学 

清泉女学院大学 
長野県看護大学 
長　野　大　学 
松 本 歯 科 大 学 
松　本　大　学 

信　州　大　学 

一
月
二
十
八
日
、
本
学
は
、

長
野
県
内
の
六
つ
の
大
学
と
単

位
互
換
の
協
定
を
結
ん
だ
。
こ

の
協
定
は
、
県
内
七
大
学
に
よ

る
「
県
大
学
連
絡
協
議
会
」
に

お
い
て
、
長
野
県
内
の
高
等
教

育
機
関
の
連
携
と
交
流
を
深
め

よ
う
と
協
議
を
進
め
て
き
た
ひ

県
内
６
大
学
と
単
位
互
換
協
定 

今年も「出前授業」 

平
成
十
六
年
度
の
学
位
記
授

与
式
が
三
月
十
八
日（
金
）、
本

学
５
２
０
１
教
室
で
開
催
さ

れ
、
基
礎
工
学
部
電
子
基
礎
工

学
科
七
十
人
、
素
材
基
礎
工
学

科
三
十
六
人
の
百
六
人
、
大
学

院
基
礎
工
学
研
究
科
七
人
が
学

位
記
を
授
与
さ
れ
た
。
土
谷
敏

雄
学
長
は
、
式
辞
で
「
こ
れ
か

ら
の
厳
し
い
時
代
を
生
き
抜
い

て
行
く
た
め
に
は
、
耐
え
ざ
る

変
革
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
必
要

で
す
。
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界

を
舞
台
に
困
難
な
問
題
解
決
の

た
め
に
、
惜
し
み
な
く
汗
を
流

せ
る
貴
重
な
人
材
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
、

祝
福
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

ま
た
、
卒
業
生
を
代
表
し
、

電
子
基
礎
工
学
科
の
吉
川
由
香

利
さ
ん
は
「
素
晴
ら
し
い
先
生

方
の
ご
指
導
を
受
け
、
自
分
で

考
え
、
学
習
し
て
い
く
精
神
を

学
び
取
り
ま
し
た
。
心
を
分
か

ち
あ
え
る
た
く
さ
ん
の
友
人
に

も
出
会
え
、
四
年
間
の
学
生
生

活
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様

に
、
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で

す
。
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

最
後
に
、
出
席
者
全
員
が
校

歌
を
斉
唱
し
、
新
た
な
門
出
を

祝
福
し
た
。

山
陽
小
野
田
市
の
広

報
誌
で
本
学
を
紹
介

４月６日（水）に諏訪東京理科大学第４回目の入学式が挙
行された＝写真。本年度入学生は、システム工学部電子シ
ステム工学科97人、機械システムデザイン工学科97人、経
営情報学部経営情報学科124人の計318人であった。

桜満開の中、平成17年度入学式が４月10日（日）に山陽小野田
市民館で開催された＝写真。当日は基礎工学部電子・情報工学
科91人、物質・環境工学科93人（編入学生２人を含む）、大学
院修士課程14人、博士後期課程１人、計199人の新入生を迎え、
多数のご父母も参加され盛大に行われた。
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昭
和
二
十
年
九
月
に
東
京
物

理
学
校
本
科
理
化
学
部
第
二
部

を
卒
業
し
た
丸
山
傳
衛
さ
ん

（
八
十
一
歳
）
に
二
月
二
十
八

日
、
六
十
年
ぶ
り
に
正
式
の
卒

業
証
書
が
岡
村
学
長
か
ら
授
与

さ
れ
た
。

終
戦
直
後
の
窮
乏
時
代
、
正

式
に
は
後
日
発
行
す
る
と
い
う

に
本
科
理
化
学
部
第
一
部
を
卒

業
し
た
本
学
関
係
者
が
当
時
の

卒
業
証
書
を
所
持
し
て
い
て
、

そ
れ
を
模
し
て
証
書
が
作
成
さ

れ
、
授
与
の
運
び
と
な
っ
た
。

授
与
式
に
は
、
岡
村
学
長
は

じ
め
塚
本
理
事
長
、
栗
原
事
務

総
局
長
ら
も
出
席
。
丸
山
さ
ん

か
ら
、
実
力
主
義
の
中
で
苦
労

し
て
学
ん
だ
こ
と
や
、
戦
中
の

東
京
物
理
学
校
に
つ
い
て
の
思

い
出
話
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
。

丸
山
さ
ん
は
式
後
、
本
学
近
代

科
学
資
料
館
を
見
学
し
、
在
学

中
に
使
っ
て
い
た
も
の
と
同
型

の
計
算
尺
や
真
空
管
な
ど
を
懐

か
し
そ
う
に
見
入
っ
て
い
た
。

＊

本
学
で
は
、
正
式
の
卒
業
証

書
を
授
与
さ
れ
て
い
な
い
方
に

は
、
今
回
と
同
様
に
発
行
し
ま

す
。
詳
細
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
広
報
課
：
℡
0
3
･
5
2
2

8
･
8
1
0
7

koho@
adm
in.tus.ac.jp

日
本
経
済
新
聞
社
主
催
、

「
第
五
回
日
経
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
リ

ー
グ
」
で
、
本
学
経
営
学
部
チ

ー
ム
が
大
学
部
門
賞
を
受
賞

し
、
昨
年
の
敢
闘
賞
に
続
き
二

年
連
続
の
受
賞
と
な
っ
た
。

同
リ
ー
グ
は
中
学
生
・
高
校

生
・
大
学
生
を
対
象
に
し
た

「
自
主
テ
ー
マ
に
よ
る
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
学
習
」
及
び
「
レ
ポ

ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
。
文
部
科

学
省
、
金
融
庁
、
日
本
証
券
業

協
会
、
東
京
証
券
取
引
所
等
が

後
援
し
て
、
金
融
教
育
活
動
の

一
環
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。
回
を
重
ね
る
度

に
参
加
者
が
増
加
、
今
回
は
全

国
か
ら
中
学
、
高
校
、
大
学
を

合
わ
せ
千
九
百
十
七
チ
ー
ム
、

生
徒
数
七
千
五
百
七
十
七
人
が

参
加
し
た
。
リ
ー
グ
は
、
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
の
購
入
と
、
そ
の

根
拠
と
な
る
レ
ポ
ー
ト
論
文
に

よ
っ
て
競
わ
れ
る
。

今
回
受
賞
し
た
論
文
は
経
営

学
部
の
吉
川
芙
佐
子
さ
ん
、
渡

邊
恭
子
さ
ん
、
竹
内
秀
彦
さ
ん
、

鳥
居
聡
さ
ん
、
尾
山
健
一
さ
ん

に
よ
る
『
株
式
会
社Iro

n
A
rrow

〜
投
資
家
募
集
〜
』。

仮
想
的
な
投
資
信
託
会
社
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
体
裁
を
と
っ
て

お
り
、
こ
の
投
資
戦
略
に
賛
同

す
る
投
資
家
を
募
集
す
る
と
い

う
内
容
だ
。
授
賞
式
は
三
月
十
二

日
に
日
経
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

受
賞
し
た
レ
ポ
ー
ト
に
お
け

る
投
資
戦
略
は
、
毎
月
、
株
式

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
組
み
替
え

る
と
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
財

務
指
標
の
組
み
合
わ
せ
に
基
づ

い
て
そ
れ
を
行
う
の
が
最
適
で

あ
る
の
か
を
、
全
上
場
企
業
の

株
価
デ
ー
タ
か
ら
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、

こ
の
戦
略
に
よ
る
投
資
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
代
表
的
な
証

券
会
社
が
提
供
す
る
投
資
信
託

の
最
高
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
比

較
し
て
も
劣
ら
な
い
ば
か
り

か
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
そ
れ
を

上
回
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

専
門
的
に
も
、
こ
の
研
究
は
株

価
の
予
想
可
能
性
の
問
題
と
関

係
し
て
、
意
義
深
い
内
容
と
な

っ
て
い
る
。

同
レ
ポ
ー
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス

先
は
次
の
と
お
り
。

http://m
anabow

l.m
ana

bow
.com
/sl/result/5/pd

f/500352.pdf

昨
年
十
二
月
十
七
日
、
二
十

一
日
の
二
日
間
、
二
村
基
金
セ

ミ
ナ
ー
と
し
て
初
め
て
「
歌
舞

伎
鑑
賞
教
室
」（
演
目
「
勧
進

帳
」
／
出
演
者
：
松
本
幸
四
郎
、

市
川
染
五
郎
他
／
会
場
：
国
立

劇
場
／
鑑
賞
費
：
無
料
）
を
開

催
し
た
。

二
村
基
金
セ
ミ
ナ
ー
は
本
学

の
卒
業
生
で
あ
る
故
二
村
冨
久

氏
（
二
村
化
学
工
業
㈱
創
立
者
）

よ
り
本
学
学
生
が
日
本
精
神
を

学
ぶ
こ
と
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
の
希
望
で
ご
寄
付
い
た
だ
い

た
株
式
の
配
当
益
の
一
部
で
開

催
し
て
い
る
。
今
回
の
鑑
賞
教

室
で
は
両
日
と
も
百
五
十
人
ず

つ
の
学
生
が
参
加
し
、
大
変
好

評
で
あ
っ
た
。

本
年
度
も
次
の
と
お
り
開
催

す
る
予
定
。

①
▽
日
時
：
６
月
21
日
（
火
）

19
時
〜
▽
演
目
「
毛
抜
」（
歌

舞
伎
十
八
番
の
内
）

②
▽
日
時
：
７
月
４
日
（
月
）

14
時
30
分
〜
▽
演
目
「
義
経
千

本
桜
」

各
日
程
と
も
鑑
賞
費
は
無

料
、
先
着
百
人
ず
つ
。
本
学
学

生
対
象
。
申
込
み
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
。

＊
後
期
も
歌
舞
伎
、
文
楽
の

鑑
賞
教
室
、
講
演
会
等
を
催
す

予
定
で
す
が
、
詳
細
は
学
内
掲

示
物
等
で
随
時
告
知
し
ま
す
。

問
合
せ
先
は
次
の
と
お
り
。

◇
東
京
理
科
大
学
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
　
℡
０
３
・
３
２
６

７
・
９
４
６
２
／

Ｕ
Ｒ
Ｌ

:http://w
w
w
.tus.ac.jp/

k/

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
「
相

対
性
理
論
」「
光
電
効
果
」「
ブ

ラ
ウ
ン
運
動
」
を
世
に
送
り
だ

し
て
百
年
を
迎
え
た
今
年
、
第

六
十
回
日
本
物
理
学
会
が
三
月

二
十
四
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で

本
学
野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

さ
れ
た
。
世
界
物
理
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
二
十
六

日
に
は
「
ジ
ュ
ニ
ア
・
セ
ッ
シ
ョ

ン
」
が
開
催
さ
れ
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
に

は
全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
九
つ

の
高
校
が
集
ま
り
、
物
理
学
に

関
す
る
様
々
な
テ
ー
マ
を
も
と

に
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
研
究

発
表
は
各
高
校
十
五
分
と
短
い

も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
全
て
の

高
校
が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
巧

み
に
扱
い
時
間
内
に
発
表
、
そ

の
発
表
内
容
は
聴
講
し
て
い
た

大
学
生
も
驚
き
を
隠
せ
な
い
ほ

ど
レ
ベ
ル
の
高
い
も
の
だ
っ
た
。

当
日
は
高
校
生
が
五
十
人
、
高

校
教
諭
十
五
人
、
大
学
教
員
三

十
人
、
一
般
来
場
者
が
百
五
十

人
程
度
で
約
二
百
五
十
人
が
参

加
し
た
。

ま
た
、
同
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

「
森
戸
記
念
体
育
館
」
で
は
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、

約
二
十
高
校
が
ポ
ス
タ
ー
掲
示

を
行
っ
た
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
終
了
後

は
市
民
講
演
会
が
行
わ
れ
「
物

理
を
遊
び
、味
わ
お
う
」
の
講
演

や「
お
も
し
ろ
実
験
」が
行
わ
れ
、

小
中
学
生
が
多
数
参
加
し
た
。

◇
セ
ッ
シ
ョ
ン
参
加
校

▽
慶
應
義
塾
志
木
高
／
テ
ー

マ
：
減
衰
振
動
▽
山
口
県
立
岩

国
高
／
テ
ー
マ
：
直
流
リ
ニ
ア

モ
ー
タ
ー
カ
ー
の
走
行
に
お
け

る
物
理
的
考
察
▽
立
命
館
高
／

水
に
よ
っ
て
タ
イ
ル
間
に
生
じ

る
力
（
光
触
媒
を
使
う
と
く
っ

つ
く
力
は
強
く
な
る
）
▽
北
海

道
札
幌
北
高
／
テ
ー
マ
：
偏
光

板
に
よ
る
セ
ロ
フ
ァ
ン
の
発
色

現
象
▽
青
森
県
立
青
森
高
／
テ

ー
マ
：
青
森
県
の
ヤ
マ
セ
に
つ

い
て
▽
早
稲
田
大
学
本
庄
高
／

テ
ー
マ
：
リ
フ
タ
ー
の
研
究
▽

岐
阜
県
立
岐
阜
高
／
テ
ー
マ
：

パ
ラ
フ
ィ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け

る
電
波
の
全
反
射
に
つ
い
て
の

考
察
▽
島
根
県
立
松
江
東
高
／

テ
ー
マ
：
音
波
に
よ
る
気
柱
内

振
動
実
験
▽
北
海
道
南
茅
部

高
／
テ
ー
マ
：
偏
光
板
と
ポ
リ

プ
ロ
ピ
レ
ン
に
よ
る
着
色
現
象

に
関
す
る
考
察

経
営
チ
ー
ム
、大
学
部
門
賞 

２
年
連 

続
受
賞 

日
経
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
リ
ー
グ 

ストック・リーグ大学部門賞を受賞した左から
吉川さん、渡邊さん、鳥居君、竹内君、尾山君

二
村
基
金
セ
ミ
ナ
ー 

初
の
歌
舞
伎
鑑
賞
教
室
　

盛
況 

今
年
も
相
つ
い
で
開
催
し
ま
す 

９高校参加、ジュニア・セッション 
～日本物理学会 世界物理年記念イベント～ 

都
立
蔵
前
工
業
高
と
高
大
連
携 

　
　
　 

協
定
調
印
、出
前
授
業
な
ど
推
進 

三
月
七
日（
月
）、
東
京
都
庁

第
二
本
庁
舎
三
十
一
階
特
別
会

議
室
で
、
都
立
蔵
前
工
業
高
校

と
本
学
と
の
間
で
高
大
連
携
教

育
に
係
る
協
定
書
の
調
印
式
が

行
わ
れ
た
。
調
印
式
に
は
、
鮎

澤
都
教
育
庁
次
長
ら
都
関
係
者

の
立
会
い
の
も
と
、
本
学
か
ら

岡
村
学
長
、
蔵
前
工
業
高
校
か

ら
野
上
校
長
ら
が
出
席
し
た
。

同
校
は
、
理
工
系
大
学
へ
の

進
学
者
を
育
成
す
る
工
業
高
校

と
し
て
、
昨
年
度
東
京
都
の
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
テ
ク
ニ
カ
ル
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
（
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

型
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
協

定
に
よ
っ
て
、
本
学
工
学
部
が

中
心
と
な
り
、
今
年
度
か
ら
キ

ャ
ン
パ
ス
見
学
・
出
前
授
業
等

を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
同
工
業
高
校
は
同

日
、
本
学
の
ほ
か
に
芝
浦
工
業

大
学
、
東
京
電
機
大
学
と
も
同

様
に
協
定
を
締
結
し
た
。

二
月
二
十
日
に
洋
弓
部
の
新

射
場
完
成
記
念
式
（
野
田
キ
ャ

ン
パ
ス
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
四
年
夏
の
ア
テ
ネ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
で

銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
山
本
博

選
手
（
現
：
大
宮
開
成
高
校
教

諭
）
を
お
招
き
し
て
、
新
射
場

の
こ
け
ら
落
と
し
を
行
い
ま
し

た
。東

京
理
科
大
学
洋
弓
部
は
来

年
創
部
四
十
周
年
を
迎
え
ま

す
。
一
九
六
六
年
に
神
楽
坂
の

工
学
部
が
移
転
し
、
理
工
学
部

が
発
足
（
一
九
六
七
）
す
る
前

年
度
に
小
川
徹
（
理
工
学
部
０

期
生
で
工
学
部
と
し
て
卒
業
し

た
）
先
輩
ら
の
手
に
よ
り
、
一

号
館
と
運
河
と
畑
の
中
で
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
・
サ
ー
ク
ル
が
産
声

を
あ
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
東

京
理
科
大
学
体
育
会
加
入
、
関

東
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
連
盟
準
加

盟
、
正
式
加
盟
と
し
て
次
第
に

ク
ラ
ブ
と
し
て
の
形
が
で
き
ま

し
た
。
一
九
七
七
年
に
は
、
神

楽
坂
の
工
学
部
学
生
（
矢
野
俊

行
君
ら
三
人
）
の
手
に
よ
り
神

楽
坂
で
の
洋
弓
部
の
活
動
が
開

始
さ
れ
、
基
礎
工
学
部
誕
生

（
一
九
八
七
）
時
に
は
、
北
海
道

で
も
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
が
体
育
実

技
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
洋
弓
部
は
関

東
大
学
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
連
盟
の

一
部
リ
ー
グ
ま
で
昇
格
し
、
現

在
で
は
部
員
総
数
が
百
人
を
超

え
て
、
大
学
に
お
け
る
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
部
で
は
、
部
員
数
で
日

本
一
に
ま
で
成
長
し
ま
し
た
。

関
東
大
学
リ
ー
グ
で
は
男
子

が
一
部
リ
ー
グ
、
女
子
が
二
部

リ
ー
グ
で
活
躍
中
で
す
。
い

ま
、
新
年
度
の
大
学
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
を
目
指
し
て
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

の
卒
業
生
で
つ
く
る
同
窓
会

（
通
称
：
カ
ナ
ル
会
）
会
員
も

三
百
人
を
超
え
る
組
織
に
な
り

ま
し
た
。
現
会
長
・
河
野
明
夫

（
理
工
学
部
機
械
工
学
科
、
一

九
七
二
年
卒
業
、
ホ
ン
ダ
技
術

研
究
所
）
は
、
こ
の
四
月
か
ら

中
国
上
海
の
ホ
ン
ダ
工
場
へ
赴

任
す
る
予
定
で
す
。
今
後
も
東

京
理
科
大
学
Ｉ
部
体
育
局
洋
弓

部
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

銀
メ
ダ
リ
ス
ト
山
本
博
選
手
（
前
列
左

か
ら
５
人
目
）
と
共
に
洋
弓
部
一
同

60年ぶり 60年ぶり 卒業証書 卒業証書 正 
　式　式 
正 
　式 

－仮証書はワラ半紙ガリ版刷りだった－ 

晴ればれ…丸山傅衛さん 晴ればれ…丸山傅衛さん 

こ
と
で
、
丸
山
さ
ん
に
は
、
小

さ
な
ワ
ラ
半
紙
に
ガ
リ
版
刷
り

の

”仮
り
卒
業
証
書

“
が
発
行

さ
れ
た
だ
け
で
、
そ
の
ま
ま
に

な
っ
て
い
た
。
今
回
、
正
式
な

証
書
を
と
の
要
望
が
あ
り
、
調

べ
た
と
こ
ろ
、
卒
業
台
帳
は
あ

る
も
の
の
当
時
の
証
書
の
見
本

が
な
か
っ
た
。
幸
い
、
同
じ
年

洋弓新射場　完成 Ⅰ部体育局洋弓部 
顧問／理工学部教授 伊藤　　稔 

勧進帳の松本幸四郎＝セミナーポスターから

模範試射を披露する山本選手

岡村学長㊧、塚本理事長㊨と共に喜びの丸山さん

セッション後に行われた授賞式
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基
礎
工
学
部
長
万
部
校
舎
で

は
二
月
二
十
日
、
第
十
八
回
退

寮
式
が
行
わ
れ
＝
写
真
、
一
年

次
教
養
課
程
を
修
了
し
た
二
百

九
十
八
人
が
長
万
部
学
寮
を
退

寮
し
た
。

恩
田
長
万
部
教
養
部
長
は
、

式
辞
で
「
二
年
次
か
ら
の
専
門

課
程
で
は
、
長
万
部
で
の
学
寮

生
活
と
自
然
か
ら
学
ん
だ
事
柄

を
糧
と
し
て
、
斬
新
で
独
創
的

な
発
想
を
生
み
出
す
た
め
の
芽

を
、
大
切
に
育
て
て
下
さ
い
」

と
述
べ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
学
生
代
表
二

人
が
謝
辞
を
返
し
た
。

西
野
友
紀
子
さ
ん
は
「
長
万

部
で
の
生
活
を
通
し
て
、
自
分

か
ら
何
か
を
し

よ
う
と
い
う
気

持
ち
を
持
て
る

よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
よ

う
な
自
分
自
身

の
変
化
を
感
じ

て
い
る
の
は
私

だ
け
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
」

と
述
べ
た
。

ま
た
、
長
谷
部
晃
君
は
「
山

と
海
が
一
望
で
き
、
日
が
差
し

な
が
ら
雪
が
降
り
、
霧
が
晴
れ

た
ら
虹
が
か
か
る
、
こ
こ
長
万

部
で
の
一
年
間
は
最
高
に
楽
し

い
一
年
間
で
し
た
。
私
た
ち
を

支
え
て
く
れ
た
皆
さ
ま
に
は
、

心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
た

い
」
と
続
け
た
。

こ
の
あ
と
学
生
は
、
新
二
年

生
と
し
て
、
こ
の
四
月
か
ら
野

田
校
舎
に
お
け
る
専
門
課
程
に

進
ん
だ
。

平
成
十
六
年
度
小
玉
記
念
科

学
賞
授
与
式
が
、
三
月
十
九

日
、
学
位
記
・
修
了
証
書
授
与

式
終
了
後
に
神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ

ス
な
ど
で
行
わ
れ
、
各
受
賞
者

の
名
前
が
彫
り
こ
ま
れ
た
ク
リ

ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
の
ト
ロ
フ
ィ
ー

が
贈
呈
さ
れ
た
。

小
玉
記
念
科
学
賞
は
、

（財）
科

学
技
術
振
興
会
（
小
玉
財
団
）

が
学
業
研
究
に
極
め
て
優
秀
な

成
績
を
修
め
た
者
に
贈
る
賞

で
、
卒
業
生
の
う
ち
各
学
科
か

ら
推
薦
さ
れ
た
者
に
授
与
さ
れ

る
。
本
年
度
の
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
。

◇
学
部
【
理
一
】
数
学
・
佐

藤
陽
春
／
物
理
・
安
藤
雅
文
／

化
学
・
小
宮
山
友
理
／
応
数

・

川
隼
一
／
応
物
・
小
池
邦

昭
／
応
化
・
熊
谷
和
博

【
理
二
】
数
学
・
岡
田
三

香
／
物
理
・
大
平
紀
幸
／
化

学
・
雁
行
し
お
り

【
工
一
】
建
築
・
青
山
将

也
／
工
化
・
赤
澤
高
之
／
電

気
・
四
竈
真
理
／
経
営
・
藤
田

尚
宏
／
機
械
・
上
村
卓

【
工
二
】
建
築
・
立
上
智

子
／
電
気
・
江
連
耕
太
郎
／
経

営
・
梅
村
透

【
薬
学
】
薬
学
・
鈴
木
弘

子
／
製
薬
・
大
嶋
孝
弘

【
理
工
】
数
学
・
曽
根
寿

久
／
物
理
・
倉
永
茂
幸
／
情

報
・
勝
原
達
也
／
応
生
・
卜
部

陽
子
／
建
築
・
中
尾
智
昭
／
工

化
・
神
田
崇
／
電
気
・
前
田
弘

樹
／
経
営
・
大
木
汐
里
／
機

械
・
佐
々
木
洋
子
／
土
木
・
青

木
祐
輔

【
基
礎
】
電
子
・
原
和
秀
／

材
料
・
星
野
裕
樹
／
生
物
・
榎

本
裕
介

【
経
営
】
中
村
友
美

【
山
口
理
大
】
電
情
・
本
田

昌
子
／
物
環
・
永
石
理
恵

＊
今
年
は
留
学
生
は
該
当
者
無

し

★略歴（たけだ・そううん） 本名・武田
大智、1975年生まれ。熊本市出身。98年３月、
理工学部情報科学科卒。ＮＴＴに入り２年半
で退社、書道家になる。愛知万博テーマ館
「自然の叡智」の六つのブースの題字を手掛け
る。著書に『「書」を書く愉しみ』（光文社新
書）がある。

平
成
16
年
度
学
長
表
彰 

平
成
16
年
度
学
長
表
彰 

受賞団体・個人 主な成績・記録 

Ⅰ部体育局硬式野球部 
（神楽坂） 

東京新大学野球連盟　秋季リーグ戦（２部） 優勝（20年ぶり） 

平成16年度関東大学アイスホッケーリーグ戦（４部） ２位 
（３部昇格） 

第37回東京都大学サッカーリーグ（３部Ｂ） 優勝 
（２部昇格） 

関東学生アーチェリー連盟2004年度リーグ戦（２部） 優勝 
（１部昇格） 

東関東大学軟式野球連盟春季リーグ戦 準優勝 
東関東大学軟式野球連盟秋季リーグ戦 優勝 
第25回東日本大学軟式野球選手権大会　　 出場 

全日本理工科学生柔道優勝大会 優秀選手 
東京学生柔道二部優勝大会（団体戦） ベスト８ 
関東近県体重別柔道大会（個人90キロ級） ３位 

Ⅰ部体育局アイスホッケー部 
（神楽坂） 

Ⅰ部体育局サッカー部 
（神楽坂） 

Ⅰ部体育局洋弓部 
（神楽坂・野田） 

Ⅰ部体育局軟式野球部 
（久　喜） 

大島　　康宏 
（Ⅰ部体育局柔道部４年） 

第49回全日本学生競技ダンス選手権大会 
 （パソドブレの部）８位 

小林　　宏典 
（Ⅱ部体育会舞踏研究部４年） 
池田　　英子 
（Ⅱ部体育会舞踏研究部４年） 

関東大学将棋連盟　関東新人戦 優勝 

第60回東部日本学生競技ダンスモダン新人戦 
 （シニアタンゴの部）優勝 

清水　　祐介 
（Ⅰ部文化会将棋部１年） 

早川　　賀雄（Ⅱ部体育会柔道部２年） 

埼玉県サッカー協会（大学連盟）埼玉県大学秋季リーグ（２部）
で活躍する一方、サッカー教室の開催、新潟中越地震の義援金
活動など幅広い活動をした。 

Ⅰ部体育局サッカー部 
（久　喜） 

地元小学生が「祭」をテーマに描いた絵画展・NHKスポーツト
ークの新企画、例年好評の移動動物園や縁日など本年度も父母、
教職員や卒業生さらには地域の方々との良き交流の場を提供し
理大祭を成功におさめた。 

理大祭実行委員会 
（野　田） 

今回で10回目を迎え、記念式典、講演会（蓮池透氏ほか）、お
笑いライブ（インパルス、ロバートほか）、打ち上げ花火など
多彩な企画を行い、史上最高の１万人超の来場者数を記録した。 

理大祭実行委員会 
（久　喜） 

山野　　資生（Ⅰ部体育局　局長）他本部役員17名 
小松原　禎之（Ⅱ部体育局　会長）他本部役員５名 

神楽坂再構築により、施設面での制約があったにも関わらず、
それを感じさせない多彩な企画で理大祭を盛り上げた。特に恒
例企画となった神楽坂写真展では、神楽坂近隣の方を中心に好
評を博し、賑わいを見せた 

理大祭実行委員会 
（神楽坂） 

● 学長賞 ● 

● 学生部長賞 ● 

● 功労賞 ● 

● 特別奨励賞 ● 

●  奨励賞 ● 

遠藤　　　晃 
（Ⅰ部体育局ヨット部４年） 
大和　　史明 
（Ⅰ部体育局ヨット部４年） 

2004年度関東学生ヨット個人選手権大会　470級 14位 
 
全日本学生ヨット個人選手権大会　470級 出場 

豊嶋　　希春（Ⅱ部体育会舞踏研究部２年） 
岸野　　知佳（Ⅰ部体育会舞踏研究部２年） 

東日本二部学生柔道大会（中量級の部）優勝 

学
長
賞
・
学
生
部
長
賞
 ５
団
体
と
５
人
に

最高の１年…第18期298人退寮式 

理大茶　新発売 
りかえもんでござる 

創
立
百
二
十
五
周
年
を
記
念
し
て
理
科
大
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
第
四
弾
と
な
る
缶
入
り
緑
茶
「
り

か
え
も
ん
で
ご
ざ
る
」
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
＝

写
真
。
深
蒸
し
茶
を
ブ
レ
ン
ド
し
、
す
っ
き
り

と
し
た
中
に
も
深
み
の
あ
る
味
わ
い
で
す
。
一

本
百
円
。
学
生
食
堂
で
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
！
 

◇
製
造
元
・
㈱
伊
藤
園
 

◇
お
問
い
合
わ
せ
・
神
栄
サ
ー
ビ
ス
㈱
�
０
３
・

３
２
６
７
・
９
６
２
１
／
９
６
５
１
 

平
成
16
年
度
　

35
人
が
受
賞
 

小
玉
記
念
科
学
賞
 

平
成
十
六
年
度
の
学
長

表
彰
式
が
三
月
十
六
日
、

１
号
館
17
階
の
記
念
講
堂

で
行
わ
れ
た
。
式
に
は
、

学
長
、
各
学
部
長
を
は
じ

め
教
職
員
四
十
六
人
、
受

賞
者
を
含
む
学
生
百
二
十

人
が
参
加
し
、
学
長
賞
に

一
団
体
と
個
人
二
人
、
学

生
部
長
賞
に
四
団
体
と
個

人
三
人
が
表
彰
さ
れ
た
。

式
終
了
後
の
懇
親
会
で

は
、
受
賞
し
た
学
生
た
ち

が
大
会
成
績
に
つ
い
て
報

告
を
行
い
、
今
後
の
抱
負

を
語
っ
た
。
ま
た
、
肩
を

組
ん
で
校
歌
を
歌
い
、
先

生
ら
も
交
え
て
和
や
か
に

懇
談
し
た
。

サ
ー
フ
ィ
ン
の
若
者
た
ち
で

賑
わ
う
湘
南
辻
堂
（
神
奈
川
県

藤
沢
市
）
に
双
雲
さ
ん
の
「
書
」

の
ア
ト
リ
エ
が
あ
る
。

庭
先
の
木
の
間
に
落
ち
る
雨
が
静
寂

を
呼
び
、
築
百
年
に
も
な
る
木
造
平
屋

の
広
い
廊
下
を
渡
っ
て
差
し
込
む
く
ぐ

も
っ
た
光
が
、
障
子
と
フ
ス
マ
に
は
ね

か
え
っ
て
、
部
屋
は
や
わ
ら
か
い
陰
影

に
包
ま
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
だ
わ
り
の
古
さ
の
中
で

生
活
す
る
双
雲
さ
ん
は
、
豊
か
な
感
性

と
、
し
な
や
か
な
頭
脳
、
そ
し
て
楽
天

的
な
ハ
ー
ト
を
持
っ
て
「
書
」
を
友
と

し
、
愛
し
て
、
そ
れ
を
天
職
と
す
る
。

し
か
も
東
京
理
科
大
で
情
報
科
学
を
学

ん
だ
だ
け
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ

デ
ィ
ア
と
い
っ
た
最
先
端
ツ
ー
ル
を
巧

み
に
使
い
、
独
自
の
「
書
」
の
世
界
を

切
り
拓
く
元
気
な
二
十
代
で
あ
る
。

双
雲
さ
ん
は
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
明
る

い
「
お
た
く
」
を
自
認
す
る
。

情
報
科
学
科
に
入
っ
た
の
は
、
友
達

が
「
今
一
番
、
格
好
い
い
の
が
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
」
と
い
う
言
葉
に
つ
ら
れ
て

専
攻
し
た
。
だ
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

仕
組
み
な
ど
に
は
興
味
は
な
く
、
そ
れ

を
用
い
て
い
か
に
楽
し
む
か
に
意
味
が

あ
っ
た
。
「
人
生
を
楽
し
く
生
き
る
」

が
モ
ッ
ト
ー
で
、
大
学
で
は
テ
ニ
ス
と

麻
雀
に
夢
中
に
な
っ
た
。
退
屈
な
授
業

も
楽
し
く
し
た
い
と
先
生
の
物

ま
ね
を
し
て
周
囲
を
笑
わ
せ
た
。

「
言
霊
」
と
い
う
言
葉
が
、

双
雲
さ
ん
は
好
き
だ
。
言
霊
が

文
字
に
置
き
換
え
ら
れ
、
人
間

の
美
意
識
と
融
合
し
「
書
」
が

で
き
た
。
単
な
る
白
黒
の
線
に

す
ぎ
な
い
「
書
」
が
感
動
を
呼

ぶ
の
は
そ
の
た
め
だ
。
ま
た
人

間
は
美
を
追
い
か
け
る
生
き
物

だ
か
ら
、
き
れ
い
な
字
が
好
き
だ
と
も

語
る
。
既
存
の
い
か
な
る
流
派
に
も
属

さ
ず
、
自
分
の
感
性
だ
け
を
頼
り
に
驀

走
し
て
来
た
。

だ
が
、
母
の
双
葉
さ
ん
の
存
在
だ
け

は
と
て
つ
も
な
く
大
き
か
っ
た
。
母
は

各
新
聞
社
の
書
道
展
で
様
々
な
賞
を
獲

得
し
た
熊
本
市
在
住
の
書
道
家
で
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
書
道
な
ど
で
活
動
の
場

を
広
げ
て
き
た
。
そ
の
母
に
三
歳
か
ら

強
制
的
に
書
道
を
や
ら
さ
れ
た
。
だ
が

嫌
い
に
な
る
こ
と
は
な
く
、
先
生
が
黒

板
に
書
く
字
、
女
の
子
の
丸
文
字
、
友

達
の
下
手
な
字
を
真
似
し
て
楽
し
み
に

し
た
。
双
雲
さ
ん
に
は
、
字
は
心
の
玩

具
で
あ
り
、
人
格
形
成
の
核
と
な
っ
た
。

名
刺
、
ロ
ゴ
、
表
札
な
ど
の
デ
ザ
イ

ン
も
こ
な
す
。
和
太
鼓
や
ロ
ッ
ク
の
リ

ズ
ム
に
乗
っ
て
、
豪
快
に
揮
毫

き
ご
う

も
す

る
。
ア
ト
リ
エ
に
は
生
徒
百
二
十
人
が

東
京
方
面
か
ら
通
っ
て
く
る
。
京
都
か

ら
の
人
、
九
州
か
ら
引
っ
越
し
て
き
た

人
も
い
る
。
九
割
が
女
性
。
芸
術
家
か

ら
社
長
さ
ん
ま
で
、
多
彩
な
双
雲
さ
ん

に
ふ
さ
わ
し
く
、
生
徒
た
ち
も
ま
た
多

彩
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
）

流派のワクを超え活躍中 
「楽しい書」のリーダー 武田　双雲さん 

武
田
双
雲
さ
ん
の
書
「
光
」

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 
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